
J

・
C

・
C

・

マ

ッ

ク

キ

ン

ぜ

イ

「
ゲ

ー

ム

の

理

論

序

読

」
(
績
)

臼

O

O
●
嵐

負

冨

o
ざ

H
暮

円
&

き

菖
o
ロ

8

臣

o

爵
8
曙

o
馬

σq
鉾
日
①。。
●

頃
。
詔

団
o
昆

、
嵐

。¢
影
望

国

一=

国
8

犀

O
§

鳴

ロ
同

質

窪

鳩
一
譲

ψ

庖

.
図
+

Q。
譲

武

隈

良

一
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第

十

章

連

績

グ

ー

ム

の

基

本

定

理

一
、
連
綬

ゲ

ー
ム
の
値

さ
て
二
人

の
競

技
者

に
封
す

る
連
績

ゲ
ー

ム
の
値

と
最
適
混
合

方
略
を
決
定
す

る
問

題

へ
進

も
う
。
利
得
函
敏
が
連
績

で
あ
る
場

合

に

は

つ
ね

に

こ

れ
ら
が
存
在
す

る
こ
と
を
謹
明
す

る
の
で
あ

る
o連

綾

ゲ

ー
ム
に
封
す

る
利
得
函
敏

を
M
、
P
-
は
分
布
函

敏
F

に

よ

つ
て

〔P

こ

か
ら

x
を
選

び
、
P
2
は
分
布
函
数
G

に
よ

つ
て

〔
P

　
〕

か
ら

y
を
選

ぶ
も

の
と
す

る
。
與

え
ら

れ
た

y
に
樹

し

て
p
-
の
期
待
値

は

-

J
・C
・C
・
マ
ッ
ク
キ
y
ゼ
イ

「
ゲ
ー
ム
の
理
諭
序
設
」

い
マ

(
琶

亀

(
図
)

と
な

り
、

こ
れ
よ
り

y
は
分
布
函
敏
β

に
よ

つ
て
選
ば
れ

る
と

い

う
事
實
を
用

い
る
と
P
I
の
全
期
待
値

は

旨

冒

(図
b団
)
亀

(図
)∀

ξ

)

と
な

る

。

こ
れ
を
簡

軍

の
た

め

に
次

の
よ

う

に
書

く

。

国
(塁

)
ム

§

暮

巳

亀

(図)
含
8

)

こ
れ
を
、
p
-
が
分

布

函

敏

F

を
用

い
、
p
2
が
分
布
函

数
G

を

39

用

い

る
と

き
、
P
-
の
期

待
値

は

国
(
蜀
始Φ
)

で
あ

る
と

い
う
。

ゲ

5
■
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

ー

ム
は
零

和
な

る
を
以

て
P
,
の
期

待
値

は

ー
国
(
国
りΦ
)

で
あ

る
。

国
影

団

(
目
曽

㊤
)

に
よ

れ
ば
皿

が
蓮

績

な

る
と

き
、

碧

マ

(ζ

)
動
8

)
亀

(図
)
-

霧

マ

(
図
植団
)
亀

(
図
)
創
3

)

な
る
を
以

て
、
M

が
連
練

な
る
と
き

国
(
拍

O
)

は

国
(押

Φ
)
-
覇

マ

(ζ

)
婁

同
)
亀

(
図
)

に
よ

つ

て
も

定
義

さ
れ
る

。
若

し

く
　
11

暴

国

蟹
一
潟

(
岡

匂
Ω
・)

国
①
U

O
①
U

ぎ

11
房
一
昌

碁

図

團
(
内
矯
Φ
)

O

①
】)

団
①
U

が
共

に
存
在

す
る
な
ら
ば
、
P
-
は
最
小
限

巧
を
得

る
よ
う

に
、P
2

は

、
以

上
取
ら

れ
な

い
よ
う

に
、
爾
者

は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
布
函

数

を
選
ぶ

こ
と
が
出
來

る
。
も
し

㍉
と

㍉
と

が

等

し

い
な
ら

ば
p
、

は
正

に

㍉
を
得
る
こ
と
が
出
來

て
、
P
2
が
愚

か
に
振
舞

わ
な

い
限

り

、
そ
れ

以

上

は

望

め
な

い
。
そ
れ
故

ぬ
と

㌔
と
が
存
在
し

て

爾
者

が
等
し

い
と
き

の
方
程
式

は
ゲ

ー
ム
理
論

の
見
地
か
ら
甚

だ

重
要

で
あ

る
。

こ
の
場

合

に
こ
の
相
等

し

い
値

を
p
、
に
封
す

る
ゲ

ー
ム
の
値

と

よ
ぶ
。
そ
し

て
定

理

一
、

五
に
示
し
た

よ
う

に
、
函
激

匿
(
押

Φ
)

の
鞍

鮎

(
国
ご

Q

。
)
が
存

在

す

る

。

即

ち
す

べ

て
の
分

布

函

数

F

、

G

に
樹

し

て

・

国
(
国
植Φ
。
)
い
團
(
蜀
p

Φ
。
)
肱
匿
(
閂
9

Φ

)

な

る
如

き

一
封

の
分
布

函

数
F
o
、

G
。
が
存

在

す

る
。

か

玉
る
F
。
叉

は
G
。
を
p
、
又

は
p
,
に
封
す

る

最

適

混
合

方
略

と

よ

ぶ

。

叉
と

き

に
は
最

適

方
略

の
順
序

封

(
国
p

Φ
。
)
を

ゲ

ー

ム

の
解

と
よ

ぶ

こ
と
が

あ

る
。

二
、

二

つ

の
代

敏

學

の
補

題

連
績

ゲ

ー

ム

の
基
本

定

理
を

誰
明

す

る
た

め

に

二

つ

の
代

数

學

の
補

題

を

讃

明

し

て

い
る

。

補

題

一
〇

、

一
、
省

略

補

題

一
〇

、

二

、
省

略

注

意

一
〇

、
三

、

こ

の

二

っ
の
補

題

は
純

粋

に
代
数

的

な

る
も

の

に
も
不

拘

、

ゲ

ー

ム
に
關

係

し
た

定

理

(
定

理

二
、

六

)

に
ょ

つ
て
誰

明

さ

れ
る

と

い
う

こ
と

は
興

味

深

い
こ
と

で
あ

る
。

そ

れ

故

他

方

こ
れ

ら

の
代
殿

的

補

題

を
仮

定

す

れ
ば
定

理

二
、

六

を
鐙

明
す

る

こ
と

は
容

易

で
あ

る
。

三

、

基
本

定

理

定

理

一
〇

、

四
、
皿

が
閉

軍

位

正
方

形

に
お

け

る

二
愛

敏

の
連

綾

函

敷

な

ら

ぽ

、

誰
げ

(耀
轟

旨

(ζ

)
亀
(図
)
臣3

)

540



119

と

㎎
撃

擁

轟

い
冒

(ζ

)
亀

(図
)
伽
Φ
(M
)

と
は
存
在

し
て
爾
者
は
相
等
し

い
。

謎

明
は
前
章

の

ス
テ
ィ
ー
ル
チ
ェ
ス
積
分
を
用

い
て
行
わ
れ
て
い

る
。

.

四
、
解

の
計

算
と
検
誰

に
封
す

る
工
夫

蓮
績
利
得
函
敏
を
も

つ
連
績

ゲ
ー
ム
は
解

を
も
つ
こ
と
は
確
言

さ
れ
た
が
、
與

乏
ら
れ
た
利
得
函

敏

に
封
し

て
解
を

計
算
す

る
方

法
は
ま
だ
示
さ
れ

て
は

い
な

い
。

こ
れ
は

一
般

に
困
難

で
あ
り
、

そ
れ
を
解
く
た

め
に
は

ス
テ
ィ
ー
ル
チ
ェ
ス
積
分
が
す

べ
て
の
分
布

函

激

の
集
合

に
關

し

て
極
大
化

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

い
ま

の
と

こ
ろ

問

題

を

取

扱

う

完
全
な

一
般
な
方
法

は
知
ら
れ

て
お
ら
な

い
。
し
か
し
次

の
二

つ
の
章

に
お

い
て
は
解

が
得
ら

れ

て
い
る
二

つ
の
特
別

の
場
合

に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
す

る
。

以
下

に
、
與

え

ら
れ
た
方
略

が
ま
さ

に
最
適

で
あ

る
か
ど
う
か
を
決
定

す

る
の

に
役
立

つ
二
三

の
定

理
を
誼
明
し

て
い
る
。

定
理

M
O
、
七
、
M
を
連
績

ゲ
ー

ム
の
連
績
利

得
函

数
と

し
、

V
は
實
数

に
し

て
F
o
と
G
。
は

〔
O
レ
〕

に
お
け
る
す

べ
て
の

X
と

y
に
封
し

て

い
マ

(ζ

)
婁

(
鴇
)
肱
杁

い
マ

(
邑

亀

.(図
)

J

。
C

・
C

・

マ
ッ
ク
キ

y
ゼ
イ

「
ゲ
童

ム
の
理
論
序

説

」

を
満

足
す

る
分
布
函
数

と
す
れ
ぽ
、

v
は
ゲ
ー
ム
の
値

で
あ
り
、

F
。
と
G
。
は
そ
れ
ぞ
れ
第

一
及
び
第

二
の
競
技
者

に
封

す

る

最

適

方
略

で
あ

る
。

こ

の
定

理

の
使

乏
る
例
と
し

て
次

の
も

の
が
あ

る
。

例

一
〇
、
八

、
蓮

績
ゲ
ー

ム
の
利

得
函
数
を

目

眞

図
・
ヤ
)
"

目
+

(
因
遥

)
・

と

す

る

。

こ

の

ゲ

ー

ム

の
解

は

く

"

幽

電
。
(
図
)
11
躍

(
図
)

Q
。
(
鰻
)
H
卵
同
。
(
同
)
十
卵
H
一(
団
)

で
あ
る
。

こ

の
あ
と
二

つ
の
定

理
を
誰
明
し
た
後

に
、
興
味
深

い
吹

の
例

を
あ
げ
て

い
る
が
、

こ
れ
は
與

え
ら

れ
た
ゲ
ー

ム
の
解
を

現
實

に

見
出
す
か
な
り

一
般
な
方
法
を
読
明

し
て

い
る
。

こ

の
方
法
は
本

質
的

に
は
與
え
ら
れ
た
形

(
こ
の
場
合

に
は
階

段
函
殿

)

の
解

を

見
出
そ
う
と
試

み
る

の
に
あ
る
。
も
し

こ

の
方

法
が
解

の
與
え
ら

れ
た
形
に
謝
し

て
失
敗

し
た
ら

、
別

の
形

(
例

え
ば
階
段
函
数
に

お

い
て
更

に
ょ
り
多
く

の
階
段
を
仮
定
す

る
こ
と
が
出
來

る
)

の

函
数
を
試

み
る

こ
と

に
よ
つ

て
績

け
る
こ
と
が
出
來

る
。

541
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例

一
〇

,

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

一

一
、

連
績

ゲ

ー

ム
の
利

得
函

敏

を

目

目

(
翼
巳

H

目
+

南

(
図
-
団
)
・

と
す

る
。

い
ま

二
人

の
競

技
者

に
樹

す

る
最

適
方

略

は
次

の
形

で
求

め

る

こ
と
が
可

能

で
あ

る
と
す

る
。

H
「o
(
層
)
口
H
黛
(
図
)

Φ

。
(
図
)
11
b
H
σ
(
団
)
十

9

ー
鳶
)
H
。
(
同
)

か

く

仮

定

し

て
論

を

進

め

る

こ

と

に

よ

つ

て
次

の

解

が

得

ら

れ

る

。

周

e
(
目
)
"
H
卜
(
図
)

ゆ

Φ

。
(
網
)
"
魯

。
(
メ
)
十
(
同
ー
葛
)
H
】(
詞
)

く
11
串

次

の
例

は
連

績

分
布
函

敏

の
與

え

ら
れ

た
集

合

が
、
與

え

ら
れ

た

ゲ

ー

ム

に
封

す

る
最

適

方

略

に
な

つ
て

い
る

こ
と
を

如
何

に
槍

誰

す

る

こ
と

が

出

來

る
か
を

示
す

も

の
で

あ

る
。

例

一
〇

、

一
二

、

貫
ξ
)-
論

鍛
粥

昌

こ

の
ゲ

ー

ム

の
解

が

H

く

け

'

ご

σq

悼

亀

頃
・
(
・
)
-
㎏

斯

喉

レ

甥

ざ
σq
(
μ
十
団
)

Φ
。
(
鴇
)
H

ざ
σq
ゆ

で

あ

る

こ
と

を
示

そ

う

と
す

る
も

の
で
あ

る
。

次

の
定

理

は
或

る
場

合

に
覗
察

に
よ
り
連

績

ゲ
ー

ム
の
値

を

見

出

す

こ

と
を
可

能

な
ら

し

め

る
。

定

理

一
〇

、

=

二
、

M

を
解

を

有

す

る
連

績

ゲ

ー

ム
の
利

得
函

激

と

し
、

〔
O
レ
〕

に
お

け

る
す

べ
て

の

x
と

y
に
封

し

て

旨

(
図
博団
)
ー1

1
嵩
(
ざ

国
)

な

り

と

す

る
。
し

か

る
と

き

ゲ

ー

ム

の
値

は
0

で
あ

つ

て

一
人

の

競

技

者

に
封

す

る
す

べ
て

の
最

適
方

略

は
他

の
も

の
に
と

つ
て
も

ま

た
最

適

方

略

で

あ

る
。

次

の
例

は
例

一
〇

、

一

一
の
よ
う

に
與

え

ら
れ

た
形

の
最
適

方

略

を
見

出

す

問

題

を
解

い

て

い
る

の
で

は
あ

る
が

、

こ

の
場

合

に

は
階

段

函

敏

に
封

す

る
よ
り

む

し

ろ
與

え
ら

れ
た

形

の
蓮

績

分

布

困

激

に
封

し

て

の
み
研

究
を

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

例

一
〇
、

一
四

冒
(
区
℃
矯
)
"
oΩぎ

悼
艮

図
ー
M
)

二
人

の
競

技

者

に
封
す

る
最

適

方

略

が
次

の
形

蟹
。
(
O
)
H
ρ

屋
。
(
図
)
H
2

十

2

図

(
図
朴
O
)
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Φ
。
(
O
)
H
g

O
。
(
団
)
齪
草

十

げ
ト。
同

(
団
十
〇
)

を

有
す

る
も

の
と

し

て
解

い

て

い
る
。
結

果

は

く
11
ρ

屋
e
(
図
)
11
ど

Φ
。
(
団
)
11
k

で
あ

る
。

最
後

に
不
連

績

利

得
函

数

を
有

す

る
ゲ

ー

ム
に
封

す

る
解

を

見

出

す
問

題

を

解

い
て

い
る
。

こ

の
問

題
を

解

く

の
に
定

理

一
〇

、

一
〇

を
用

い
て

い
る
が

、

こ
れ

は

不

連
績

の
場

合

に
用

い
て
も
誤

り

は
起

ら

な

い

の
で
あ

る

。
そ

し

て

こ

の
例

で
は
問

題

を

微

分
方

程

式

の
解
法

に
臨

着

さ
せ

て

い
る

。

こ

の
方

法

は

巧
妙

な

も

の
で

は
あ

る

が
不

幸

に

も
非

常

に
特

殊
な

ゲ

ー

ム
に
し
か
懸

用

で

き
な

い

。
例

一
〇

、

一
五

、
蓮

綾

ゲ

ー

ム
の
利

得
函

敏

M
が

旨

(
図
矯『
)
"
図
-
団
十
図
ざ

図
〈
団

寓
(
図
矯鴇
)
"
O

国
醤
嘱

目

(
図
受

)
H
図
ー
図
ー
図
ざ

図
〉
同

で

あ

る
と
す

る

。

最

初

の
競

技

者

に
繋

し

て
次

の
條

件

を
満

足
す

る
連
績

最
適

方

略
F
。
が
可

能

で
あ

る
と

す

る
。

内
。
(
図
)
11
P

O
弧
図
眺
袋

胃
。
(
層
)
は

二
回

微

分
可

能

u

図
計
藏

q
副

屠
。
(
図
)
壮
o

属
》
黛

J

・
C

・
C

・

マ
ッ
ク
キ

y
セ
イ

「
ゲ
ー

ム
の
理
論
序

駅祝
」

こ

・
に

α
は
常

敷

と
す

る
。

か

く
仮
定

し

て

こ

の
例

を
解

い

て

い
る
が

、
F

と
G

と

が
不

連

績

の

と

き

無
意

味

と
な

る

の
を

、
H
o
げ
㊥
石。
碧

o
あ

寓
o
崔
甘
辺
積

分

の
導

入

に
よ

り

と
れ

を

意

味

づ

け

て

い
る
。

注
意

一
〇

、

一
六

、
利

得
函

敏

M
が

連
績

で
な

い
ゲ

ー

ム
r
が

あ

る

。

い
ま

〔
P

ご

を

そ

れ
自
身

に

一
封

一
に
う

つ
す
函

敏
θ

と

の

が
存
在

す

る
な

ら
ば

旨
、(
図
》鴇
)
H
臼

(
㊤
(
図
)
"
騒
(
同
)
)

は
蓮
績

で
あ

る
。

そ

れ
故

蜘

が
利

得
函

敦

に
な

つ
て

い
る

ゲ

ー

ム

乃

は
解

を
有

す

る
。

し
か

も
r

は
ρ

か

ら
翠

に
名

前

の

つ
け

か

え

で
得

ら

れ

る
か

ら
、

r

が
解

を

有

す

る

こ
と

に
な

る

。

こ

れ

に
關

す

る
例

が
あ

げ

ら

れ
て

い

る
が

こ

製
に
は
雀

く

。

後

章

で
役
立

つ
定

理

を

次

に
掲

げ

て
お

く

。

定

理

一
〇

、

一
七

、

M

を
連

績

ゲ

ー

ム

の
連

績

利

得
函

敏

と

す

る
。

最

初

の
競

技
者

に
封

し

て
形

工
、
の
最

適
方

略

が

存

在

す

る

と
す

れ
ば

ゲ

ー

ム

の
値

v
は
吹

の
形

で
與

え
ら

れ

る
。

く
"

旨
暫
図

日
帥β

旨

(
図
受

)

O
肱

婦
撚

同

O
肱
杁

H

そ
し

て
常
敏

a
は
方
程
式

㊧魅貯

寓

(
9

団
)
11

〈
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

の
解

と

し

て
得
ら

れ

る
。

歴
史

的

及

び

文

献
的

註

定

理

一
〇
、

四

の
最

初

の
誰

明

は

く
皆

①
(
μ
㊤
認

)

に
よ

つ
て

與

え

ら
れ

、

こ

の
定

理

の

一
般

化

の
謹

明

は

d
<
乙
山

(
H
㊤
嵩

)
と

内
鴛
嵩
昌

(
目
㊤
9

)

に
よ

つ
て
與

え
ら

れ

た

。

第

+

■
章

分

離
グ
ー

ム

一
、
爲
像
方
法

本

章

に
お

い
て
は
可
成
り
廣

い
範
園

の
ゲ

ー
ム
と
そ
れ

の
解
法

に
つ
い
て
述

べ
る
。

二
攣

敏

の
函

籔

M
が
分

離

(
$
冨

旨

亘
o
)
で
あ

る

又
は

多

項
式

似

(
b
9
旨

o
昌

蟄
=

芹
①
)
で

あ

る
と

い
う

の
は

、

塒
個

の
連
績

函

敏

ち
、

㍉

、

.:
…

rm
と

n
個

の
連
績

函

藪
亀

、

戟

…
…
S
、
及

び

皿

・
n
個

の
常

敏

%
・…

:

㎜
が
存

在

し

て

、

旨

巨

a

寓

(
図
受

)
11

図

図

ρ
ニ

ゴ

(
図
)

砿
』
(
団
)

已

』
11
　

'
馳

一

が

x
及

び

y
に
關

し

て
恒

等

的

に
成

立

す

る

こ
と

を

い
う

。
但

し

M

の
表

わ

し
方

は

一
通

り

と

い
う
鐸

で
は
な

い
。

例

え
ば

崔

'図
受

)
H
図
。。
葺

同
十
図
。
塗

団
十
b9
塩

な

ど

は
直

に
二

つ

の
表

わ
し

方

が
考

え
ら

れ

る
。

田

は
ま

た

次

の
形

に
も

書

け

る
。

置

(
図
受

)
"

】

£

(
〆
)

ロ2
』
(
団
)

品
一

」
肋
け

こ

玉
に
函

敏
・㌔

と
桟

と
は
連
績

で
あ
る
。

、

二
攣

数
の
多
項
式

は
分
離
函

敏

の
特
別

の
場

合

で
あ

る
。

こ
れ

が
多
項
式
似

の
言
葉

の
由
來

で
あ
る
。

利

得

函

激

が

分

離

で
あ
る
連
績

ゲ

ー
ム
を
分
離
ゲ
ー
ム
と

い

う
。
こ

の
と
き

r-
及
び
戟

は
閉
箪
位

匿
間

に
お

い

て
連

績

函

籔

で
あ

る
。

M

を

分
離

ゲ

ー

ム

の
利

得
函

敏

と

し
、
p
、
が

混

合
方

略

F

を
P
,

が
混
合

方

略

G

を

用

い
る
な

ら
ば

、
P
、
の
期

待
値

国
(
押

Φ
)

は

次

の
如

く

に
な

る
。

国
(掴

o
Y

粋
い
マ

(
図
受
)
亀

(
図
)
働
8

)

-
酔

サ

』
い
∵
一(図
)
亀

(
凶
)粋
。ρ
繭(
『
)
q
3

二

。・}

そ

れ
故
F

と
G
が

二
つ
の
ベ
ク
ト
ル

図

(
い
∵

・
(
図
)
亀

(
・
)

(
いマ

因)
q
3

)

い
γ

(図
)
亀

(図
)
)

チ

(団)
自
8

))

の
成

分

の
値

に
影

響
を

與

え

る
限

り

、

團
(
蟹
りΦ
)
は
F

と
G

の
み

に
依
存

す

る
。
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と

(
い
∵

・
(
図
)
幽
零

)(
図
)

い
∵
・
(
図
)
亀

(.)(
図
)
)

(
嫡
γ

(
図
)
亀

・、)(
図
)

嫡
γ

(
国
)
亀

§
(
図
)
)

わ

め

と

は
B

と
趣

と
が

等

し

く
な

く

と

も
同

じ

ベ

ク
ト

ル
な

る
を

以

て

す

べ
て

の
分
布
函

激
G

に
封

し
て

囲
(
嗣
、【)讐Φ
)
H
團
(
岡
(開〕℃Φ
)

　

　

　

ヨ

で
ゐ

る
。

そ
れ
故
P
、
が
鄭

を
用

い
よ
う
と
F
を
用

い

よ

う

と

そ

れ
は
重
要
な
と
と

で
は
な

い
。
そ
れ
故

二
つ
の
與

え
ら
れ
た

ベ
ク

リ

わ

ト

ル
が
同

じ

の
と

き
方

略

∬

と
P

と

は
同
値

で
あ

る
と

い
う
。

か

く

し

て
利

得
函

敏

…田
を
有

す

る

分
離

ゲ

ー

ム

に
お

い

て
は
、
P
-
が

袈

ユ
}

リ

。
ド
室
間
や

部
分
集

A
ロu

か
ら
暴

且
、v…

出
胎
))

ユ

を
選

ぶ

こ
と
が
混
合
方
略
R

を
選

ぶ
こ
と

に
な

る
。

こ
の
U
は
U

空
間
と

よ
ば
れ
、
分
布
函

敏
F

に
封

し
て

ξ

-
嬌
∵
・
(
図
)
亀

(
屠
)

{ら

な

る
座
標

を
有

す

る
す

べ

て

の
黙

(
ピ
》:
…
出
島
)
か

ら

成

つ

て

い

る
。詣
1ー
(
忌
ψ.:
:
自
日
)

と
F

と

が
四

を

満

足

す

る

と

き

u
と
F

と

は
封
慮

し

て

い
る

と

い
う
。

(
一
般

に
U

室

間

の
與

え
ら
、れ
た

黙

は
多

く

の
異

な

る

分
布
函

数

に
封

慮

し

て

い
る

。
)

J

・
C

.
C

・

マ
ッ
ク

キ

y

ゼ
イ

「
ゲ

ー

ム

の
理
論

序

読

」

同
様

に
P
呈
に
蜀

し
て
は
W
空
間

を
考

え
る
。

M

の
表
わ
し
方

は
…山
及
び
2ー
と
あ
る

の
で
そ

の
都
度
U
及

び
W

は
攣

る
が
、
今
後

は

一
度
定

め
た
ら
そ
れ

に
從

つ
て
行
く

こ
と

に

す

る
。

期
待
値

は
二

つ
の
分
布
函
敏
r

と
G
と

に
よ

つ
て
定

ま

る
が
、

こ
れ

は
叉
U
室
聞

か
ら

の
黙

u
と
W
室
間
か
ら

の
黙

W
と

に
よ

つ

て
定
ま

る
も

の
で
あ
る
か
ら

團
(信
堕
智
)
膣
團
(団
讐Q
・)

　
　

コ

と

お

け

る
。

ま

た

u
は

F

と
F

に

、

W
は
G

と

G

に

封

麿

す

る

か

ら

邑
(
團
　
矯
Q
』
)
H
團
(
周
矯
Ω
・)

と

も

な

る

。

図

よ

り
ゴ

リロ

團
(
ξ

宅
)
皿

M
U

】

蟄
二

9

毛
』

』
隠
邑

一
11
印

な

る
を

以

て
E

は

u
と

w
の
座

標

に

關

し

て

双

一
吹
形

式

で
あ

る
。

ラ

ラ

め

さ

て
函

数

F

が

重

さ

a
-
-
…

.
馬

を

有

す

る
函

数
μ

、
F

、
…

…

B

の

凸

一
次

結

合

で

あ

る
と

い

う

の

は

、

(
避

∴
:
:
凶
周
)

①
匂o
賜

に

し

て
、

〔
P

こ

の
す

べ

て

の

x

に
樹

し

て

内
(
層
)
"
ヨ

頃
(印)(
図
)
十

営

曳

・。》(
層
)
+

…

…

十

ξ

蜀
(・)
(
図
)

S5



ユ24

商

學

討

究

第

五
巷

第

四
號

が

成

立

す

る

こ

と

を

い

う

。

こ

れ

を

簡

軍

に
次

の
よ

う

に
か

く

。

岡

1ー
ヨ

頃
(ご
十

8

周
(騎)
十

…

…

十

孕

屠
(円)

　

　

ユ

　

定

理

一

一
、

一
、
F

…

,ぷ

を

分
布
函

敏

と

し

、
㎡

…

:
."

を

分

離

ゲ

ー

ム
の
U
室
間

の
劉
懸

黙

と

し
、
(
鈴
μり....9.勲
唱
)

を

s
p
の

一
員

と
す

る
な

ら

ば
、

窯

高
u
9

屯
ご
十

十
3

蔭
巳

は
U

室

間

の
瓢

で
あ
り

、
分
布

函

激

囲
「
ヨ

頃
ε
十

十
3

蜀
(噂)

に
封

懸

し

て

い
る
。
W
室

間

に

つ

い

て
も
同

様

で
あ

る
。

U
室

間

の
鮎

を

そ
れ

ら

が
野
慮

し

て

い
る
分
布

函

敏

の
種

類

に

よ

つ

て
分
類

す

る

こ
と

が

で

き

る
。
U

室
間

の
特

に
重

要

な
部

分

集

合

は
丁
度

一
つ

の
段
階

を

有

す

る
階

段
函

敏

に
封

慮
す

る
麟

か

　

ら

な

る
も

の

で
あ

る
。

こ

の
部

併
集

合

を

U

と
よ

び

、

W
室
間

に

ネ

お

け

る
同

檬

の
も

の
を

W

と

よ

ぶ
。

誰

明

は
簡

軍

で
あ

る
が

、
非

常

に
役

立

つ
定

理

を

次

に
述

べ

て

お
く

。

定

理

一

一
'

二
、
分

離

ゲ

ー

ム

の
利

得
函

敏
皿

が

コ

バ
コ

竃

(
図
℃
網
)
"

図

Σ

蟄
ニ

ゴ

(
図
)

oΩ
し
(
団
)

』
h

μ

印
"
戸

に
よ

つ

て
表

わ

さ
れ

る

も

の

と

す

る
。

こ

玉
に

へ

及

び
鼠
」
は

そ

れ

ぞ

れ

x
と

y
の
連

綾
函

敏

で
あ

る
。

し
か

る

と

き

こ
の
場

合

の

ボ

集

合

U

は

、
〔
O
レ
〕

の
或

る

七

に
封

し

て

ξ

11
で

(
酔
)
堵
…

…

:

…

"
ξ

・
H
N
冒
(
け
)

な

る

如

き

す

べ

て

の
鮎

曾

『

…

:
昌
『
)

か

ら

成

立

つ

て

い

る
。

　W

は

同

檬

に

宅

　
q
gΩ
六

げ
)

詔
。
11
砿
脚・
(
"
)

な

る

如

き

す

べ

て

の
窯

(
詔
ど

ぎ

・
…

:
ご

詔

ロ
)

か

ら

成

立

つ

て

い

る

。

ギ

　

系

一

一
、

三
、

U

と

W

は
有

界

、

閉

、
連

結

集
合

で
あ

る
。

ホ

定

理

】

一
、
四

、
U

室
間

は
曲

線

U

の
凸

包

で
あ

り

、

W

室
間

ヰ

は
曲
線

W
の
凸
包

で
あ
る
。

(
そ
れ
故
、
U
室
間
及
び
W
室
間

は

閉
有
界
凸
集
含

で
あ
る
。
)

定
理

一
一
、

五
、
M
を
分
離
ゲ

ー
ム
の
利
得
函

数
と
し

ロ

冒

(
図
受

)
"

図

コ

(
凶
)
掌

(
団
)

一
ー1

　

と
す

れ
ば
、
す

べ
て
の
混
合
方
略

は

(
二
人

と
も

に
)
多
く

と
も

n
段
階
を
有
す

る
階

段
函
敏

に
同
値

で
あ

る
。
特

に
各
競
技
者

は

多
く

と
も

駐
段
階

を
有
す

る
階

段

函

敏

な

る

最
適
方
略
を
有

す

る

。次

に
最
適
方
略

に
封
懸
す

る
窯

を
特
徴
化

し
よ
う
。

そ

の
爲

に

U
察
間

の
窯
を
W
室

間

の
黙
集
合

に
叉
W
室
間

の
顯
を
U
室
間

の

黙
集

合

に
爲
像
す

る
こ
と
を
次

の
よ
う

に
定
義
す

る
。
U
察
蘭

の

546



瓢

U
に
封

す

る

U
の
像

と

は

国
(
ξ

霜
)
11
目
ぼ

国
(ξ

団
)

冤
①
毫

な

る
如

き

W
室

間

の
黙

w
の
集

合

を

い
う
。

こ
れ

を

ノ
<
(口
)
で
表

わ
す

。

同
様

に
W
室

間

の
鮎

w
に
封

す

る

w
の
像

と

は

国
(ξ

類
)
11
日
ρ
図

国
(
♂

類
)

×
Φ
¢

な

る
如

き

U
室

間

の
黙

u
の
集
合

で
あ

つ
て

d
(
ぞ
)
で
表

わ
す

。

特

に

司
①
詔

(巳

に
し

て

質
①
⇔
(
宅
)

な

ら

ば

u
は
U

塞

間

の
不
動

鮎

(
津
図
①
臼
-も
9
暮

)
と

い
い
、

w
は
W
察

間

の
不

動

瓢

と

い
う
。

定

理

一

一
、
六

、
F

を

分
布

函

数

と

し

、

u
が

U
室

間

の
樹

慮

窯

な
ら

ば
、

u
が

不

動

窯

な

る
と

き

し

か

し

て
唯

そ

の
と

き

に

の

み
、
F

は
P
-
に
甥

す

る
最

適
方

略

と

な

る
。
ま

た
G

を

分
布
函

敏

と
す

る
な
ら

ば

、
W

室

間

の
封

懸

黙

が
不

動

黙

な

る

と
き

し

か

し

て

と

の
と

き

に
限

り

、
G

は
P
2
に
封

磨

す

る
最

適
方

略

と
な

る

。

定

理

一

一
、

七

、

u
が
U

の
不

動

黙

で

、

W
が

W

の
不

動
黙

な

ら

ば

、
β
①
⇔
(
司
)
噛
毛

Φ
詔

(
目
)

で
あ

る
。

二
、

論

明

の
例

以

上

に
誰

明

し
た
定

理

が

あ

れ

ば

、

分

離

ゲ

ー

ム

の
解

を
見

出

25

す

問

題

を
解

挾

す

る

蝦

は
も

う

十

分

で
あ

る
。

1

㈲

曲

線

U

及
び

W

を

そ
れ

ぞ

れ

m
次

元
塞

間

、

n
吹
元

嬢

間

J

・
C

・
C

・

マ

ヅ
グ

キ

ン
ゼ

イ

「
ゲ

ー

ム

の
理
論

序

説

」

に
お

い

て
描

き
、

そ

の
凸

包

を

作

る

。

こ
れ

は
定

理

一

一
、

四

に

よ

る
。
㈲

U

の
す

べ
て
の
窯

u
に
蜀

し
て

≦

(β
)

を
見

出

し
、

W

・
の
す

べ
て
の
黙

W
に
謝
し

て

d
(
自
)
を
見
出
す
。

(
こ
れ
は

一
次

形
式

が
極
小

と
極
大

と
を
仮
定

し
て
い
る
よ
う
な
或

る
閉
凸
集
合

に
お

い
て
、

こ
れ
ら
の
黙

を
見
出
す

こ
と
と
同
値

で
あ

る
。
)

㈲

働

の
結

果
を
用

い
て
U
と
W

の
不
動
顯
を
見
出
す
。

ネ

　

㊧

不
動

黙

を
そ

れ

ぞ

れ
黙

U

と

W

の

凸

一
吹

結

合

と

し

て
表

く

わ

す

。
定

理

一

一
、

一
を

用

い
て
不

動

黙

に
封

慮

す

る
分
布
函

敏

を

見
出

す
。

こ

の
分
布
函

敏

が
最
適

方
略

で
あ

る
。

以

上

を

吹

の
例

に

っ

い

て
行

つ

て

い

る
。

例

一

一
、

八

冒

9

も
)
11
8

。慶悼
為
×
8

筍。
b9
臼
団
十
図
十
鴇

三
、

不

動

窯

前

例

で
は

不
動

窯

の
位

置

を
曙
獣

の
う

ち

に
認

め

て

い
た

が

、

つ
ね

に
そ

う
行

く

と

は
限

ら
な

い

の

で

一
つ
定

理
を

讃

明

し

て
お

か
な

け
れ

ば

な

ら
な

い
。

定

理

=

、

九

、

分
離

ゲ

ー
ム

に
封

し

て
は

、
U

室
間

の
不

動

黙

の
集
合

は
閉

に
し
て
凸

で
あ
る
。
W
室
間

に
つ
い
て
も
ま
た
同

じ

。次

に
或

る
特
別
な
形

で
表
わ

さ
れ

る
分
離
ゲ

ー
ム

の
解
決
に
必

547
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

要
な
定

理
が
述

べ
ら
れ

る
。

こ
れ

に
よ
る
と
今
迄

の
方
法
よ
り

も

つ
と
容
易

に
解
決
す

る
こ
と
が
出
來

る
。
そ

の
特
別

な
形

と
い
う

の
は
利
得
函

敏
が
次
の
形

で
表

わ
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

ロ

コ

匿

(
図
鴇
同
)
11

図

図

蟄
ニ

コ

(
図
)

oo
」
(
畷
)

』
ーー
吋

一
紅
　

ゴ

コ

十

図

ゴ

ゴ

(
図
)
十

M
]
3

砂
』(
翼
)
十
9

ε

ら
り

　

ロ
む

ロ

こ

玉
に
・次
の
條
件

が

満

足

さ
れ

て

い
る
。

σり

函

敏

駈

…
…

㍉

、
亀

…

…
S
u
は

〔
O
レ
〕
に

お

い
て
蓮

綾

で
あ

る

。

鋤

行

列

式

(

麟 蟄

三 一 …=

.,●o..　

 

は
0

で
は
な

い
。

㈲

の
形

で
ど

の
よ
う
に
表
わ

さ
れ

て
い
て
も

つ
ね

に
こ
の
二

つ

の
條

件
が
満

足
さ
れ
て

い
る
と
き
M

の
標
準
表

示
へ
。
導

o
島
。
巴

目
O
娼
目
O
mO
暮

節
試
O
昌
)

と
い
う
。

形
式

㈲
は
條
件
㈹
を
附
加

し
な

い
限
り
ω

よ
り

一
般
的

で
あ

る

と

い
う

こ
と
も
な
け
れ
ば

一
般
的

で
な

い
と

い
う

こ
と
も
な

い
。

ω

よ
り
㈹

が
便
利

で
あ
る
と

い
う

の

は
函

敏

記

號

為
と
既

に
常

敏

を
割
當

て
る
こ
と
を
避

け
る

の
に
あ

る
。

注
意

一

一
、

一
〇

、
本

章

の
始

め

に

お

い

て

コ一図

5

(
屠
)

ζo
』
(
団
)

し
の

ら

と
書

け

る

こ
と

を
述

べ
た

が

、

こ
れ

は
行
列

式

が
ー

で
あ

る
。

そ

れ

故

明

ら

か

に
す

べ

て

の
分

離

ゲ

ー

ム
は
標

準

形

で
あ

る
。

例

一

一
、

=

、

旨
(
屠
屯
)
H
図
同
ー
メ
①
望
十
ゆ
図
8

超

十
鵠
Φ
N
矯

十
G㊤
o
凶
亀

十
〇
凶
o
o
竃

十
α
8
賃
曳

1
¢⇔
8

。陸
固
o
o
の
鴇

こ

の
例

は
標
準

形

に
な

る

こ
と
が

示

さ
れ

て

い
る
。

さ

て
㈲
を

利

得

函

数

の
標
準

表

示

と
す

る

と

き
、
P
、
の
期
待
値

は

次

の
よ

う

に
表

わ

さ

れ

る
。

コ

コ

ゴ

ビ

国
曾
乙

"
脳

廻
帥
二
目
・
宅
』
+
脳
ダ

5
・
+
脳
。
』
詔
u
古

-
齢
(
触

ぎ

～

+
3
∀

』
+
脳

び
喜

+
騨

盛

(
瀞
竃

ユ

ダ
∀
・
+
瀞
3
類
」
+
働

行
列
式

の
値

が
0

で
は
な

い
の
で

呼
ぎ

夏

+

9

"

二

一
髄

一

M
冒
言
皇

十

9

11

0

'
劇

一

一

548
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轡
綴
亘

◎

は

輩

一
の

解

を

有

す

る

。

㈲

の

解

を

第

寵
決

定

馳

(
甑
暴
叶

。
昌
菖
。
旦

娼
訊
暮

)

と

よ

び
⑨

の
解

を
第

二

決

定

鮎

と

い
う
。

勿

論

決

定

黙

が
各

室
間

に
存

在

し
な

い
こ
と

が
あ

る
。

定

理

一

一
、

一
二

、
利

得
函

数

が
㈲

で
與

え
ら

れ

、
噂
け
(
娼
ご

…
…
娼
図"
)
堕
ρ
1ー
(
ゆ
一㌦
:
…
疏
=
)
を
第

一
第

二
決
定

黙

と
し

、

P
、

q
が

そ

れ

ぞ
れ

U

及

び

W

に
屡

す

る
も

の
と

す

る
。

し
か

る
と

き

p
と

q
は
不
動

黙

で
あ

り
、

ゲ

ー

ム
の
値

は

ニ

コ

自

茸

図

∬

℃
一
十

伽
睡

図

3

θ

十

q

一
闘

μ

一
肋
一

で
與

え
ら

れ

る
。

注

意

一

一
、

=

二
、
M

の
標
準

表

示

を
見

つ
け

る
と

き
函

激

恥

と
鼠
」
と
を

出
來

る

だ

け
少

な

く

と

つ

て
お

か
な

い

と

次

の

定

理

が

無
意

味

に
な

る

。

定

理

一

一
、

一
四

、
㈲

に
ょ

つ

て
利

得
函

教

が
與

え
ら

れ

、
W

の
内

部

H
(
白

)
が

不
動

黙

を
含

む
な

ら

ば
、
第

一
決

定
窯

は
U

に

属

し

、

U

の
唯

一
の
不

動

鮎

で
あ

る
。

同
檬

に

H
(
φ
)
が
不

動

黙

を

有

す

る
な

ら

ば

第

二
決
定

鮎

は
W

に
嵩

し

W

の
唯

一
の
不

動

鮎

J
.
C
.C

.

マ
ッ
〃
キ
y
ゼ
イ

「
ゲ
ー
ム
の
理
論
序
髭
」

と
な

る
。

定
理

一
一
、
一
二

の
直
接

の
結
果
と
し

て
次

の
系
が
得
ら

れ
る
。

系

一
一
、

一
五
、
第

一
決
定
鮎

が
U
室
間

に
薦

さ
な

け
れ
ば
、

W

の
す

べ
て
の
不
動
黙

は

田
(
」
<
)
(
W

の
境
界

)
に
あ

る
。
同
檬

に
第

二
決

定
鮎
が

W
に
薦

さ
な

い
な
ら
ぼ
、
U

の
す

べ

て
の
不
動

鮎
は

国
(
⇔
)

に
屡
す

る
。

系

=

、

一
六

、

第

一
第

哺
.扁
決

定

鮎

p
、

q
が

℃
①
H
(
φ

)
"

ρ
①
H
(
ぞ

)

な

る

と

き

p
は

U

の
唯

一
つ

の
不

動

鮎

で

あ

り

q

は

W

の
唯

一
の
不

動

黙

で

あ

る

。

注

意

=

、

{
七

、

例

一

一
、

八

に

つ

い

て

は

定

理

=

,
、

一

二

、

定

理

一

一
、

一
四

、

系

一

一
、

一
五

、

系

一

一
、

一
六

に

お

い

て
述

ぺ
ら

れ

て

い

る

こ

と

が

何

に

も

効

い

て

お

ら

な

い
。

四

、

種

々

の
例

例

一

一
、

一
八

、

嵩

(
〆
矯
矯
)
日

㊤0
8

観
認

8

コΩ
◎◎
累
十
駅
8

0
謡

範陰
ヨ

Q◎
賢

十
b9
。慶
ぼ

認

8

m
Q◎
同
十

ゆ
置

認

巴
昌
Q◎
曳

例

一

一
、

一
九

、

r

冒

(
き

団
)
"
G◎
8

。。
貴

8

q慶
Q⇔
ヤ
十

獣
8

。。
躰
図

臨
昌
凱
唄

十

ゆ
冒

ト
国
8

石・
9

十

融
ぼ

偽
図

切
冒

α
団

十
ぎ

o
。。
貴

十
商。
冨

貯

十

8

㎝
薯

十
艀

貯

α
曳
十
㊤⇔
.

例
二

】
、

二

〇

、

549



商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

で く

あ こ こ 矩 五

る の と 形'

〉 。 例 が ゲ 分
llは 出1離

/一 一X3來 ム ゲ

lxる をi
l-Oe⇔3こ 分・ ム

N)Pb㊤

Ptゆo

一

例

崔 一
　 へ

き 一_

ご ご

ll「 ミ

雛簾鐸
馨看器 薯藤 薯
が て れ 形 昆85秘
他 い る ゲ 昌 浮 導 塁

舅 発 窪 二)巳 巳)
合 に
も よ

明 つ
ら て
か 解

例

旨 一
ノヘ へ

♂_

ご、二
u、

++只
(bめNP

曽.奮+

景 尋●§
←己(笥

慕 皐
))図
))

　 　
カ 　

5'1密
ぱ ゆ 　ロ

ご,+ぎ8巳

碧

と.、

128

9
受

Y
+++只

鱒 匙
9.++8

騰 費
())(

‡ 葺 食 ‡

蕪 醸
邑肇 邑

六
、
分
離
ゲ

ー
.ム
と
し

て
解

か
れ
る
張
制
ゲ

ー
ム

矩
形

ゲ
ー
ム
の
混
合
方
略
が
、
混
合
方
略
を
定
義
す
る
條

件

に

加

え
て
更

に
若

干

の

一
次
不
等
式

を
満

足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と
が
あ
る

。
こ
れ
を

強

制

を
有
す

る
ゲ
ー

ム

(σq
薗
犀
Φ

註

窪

8

易
訂
鈴
昌
宏
)

と

い
う
。
か

玉
る
ゲ
ー
ム
は
し
ば
し

ば

撒

理
統

計
學

(
第

十
三
章

を
見
よ

)
に
お

い
イ、
起

る
。

そ
れ
は
統

計
的

判

定

問
題
を
統
計
學
者
と
自
然

と

の
間

に
行
わ
れ
る
ゲ
ー
ム
と
し

て

考

え
る
の
で
あ

る
。

と

い
う

の
は
統

計
學
者

は
し
ぱ

し
ば
與

え
ら

れ
た
範
園

に
お
け
る
自
然

の
過

去
の
行
動

を
十
分
経
瞼

し

て
い
る

の
で
、
事

が
起

る
頻
度

に
…封
し

て
少
く
と
も
上
界

又
は
下
界
を
定

め
る
こ
と
が
出
來

る
か
ら

で
あ

る
。

強
制
を
有
す

る
ゲ
ー
ム
の
場

合

に
加
わ

る

一
吹

不
等
式

は
、
U

室
間

と
W
室
間

を
攣

え
る
け
れ

ど
も

室
間

は
な

お
閉
有
界
凸

で
あ

る
。
勿
論
利
得

は
不
憂

で
あ
り
双

一
次

で
あ
る
。
そ
れ
故
分
離

ゲ

ー

ム
の
方
法
が
懸

用

で
き
る

の
で
あ
る
。
帥

ち
不
動

窯
を
調

べ
る

こ
と

に
よ

つ
て
ゲ

ー
ム
を
解

く

こ
と
が
出
來
る
。

例

之
ぱ
前
節

の
ゲ

ー
ム
に
次

の
強
制

を
加

え
た
も

の
を
取
扱

つ

て
い
る
。ξ

W

塑

ξ

肱

㌣

ぎ

ー

き

十

坤
肱

O

歴
史

的

及

び

文

献

的

註

本

章

は

∪
、
霧

げ
㊥
さ

宍
鴛
崔
昌
"
0Ω
げ
層

一㊥
団
(
目
O
α
O
)
と
⇔
h
o
胆ぽ
霞

曽

550



屏
霞
μぎ

(
μ
㊤
α
¢9
)

の
二
論

文

及

び

け
噌
霧
甥
霞

(
μ
㊤
駅
O
)

か

ら

の
私

信

を
綜

合

し

た

も

の
で

あ

る
。

第
十

=
章

凸
利
得
函
藪
を
有
す
る
ゲ
ー

ム

一
、

凸

函

敏

分
離

利

得
函

敏

を

有

す

る
ゲ

ー

ム
の
外

に
、
比
較

的

そ

の
解

を

見

出

し

や
す

い
ゲ

ー

ム
と
し

て
は

、
利

得

函
敏

が
連
績

で

一
つ

の

攣

敏

に
關

し

て
凸

に
な

つ
て

い
る

も

の
が

あ

る

。
本

章

に
お

い

て

は

こ

の
場

合

に

っ

い
て
述

べ

る

こ
と

に
す

る

。

實

攣
数

函

敏
f

が
匝

間

(
3

げ
)

に

お

い

て
凸

で
あ

る
と

い
う

の
は
q
堕
の
す

べ

て

の

(
鳶

詠

)

と

(
9

び
〉

の
異

な

る
敏

の
各
劉

区
ご

爵

に
封

し

て

h
(
き

さ

十

詮

図
b。
)
肱

き

h
(
ど

)
十

N
覧

(
図
卜・
)

が
成

立

す

る

こ
と

で
あ

る
。
特

に

き

壮
O
朴
設

に
封

し

て
等
號

が

成

立

し
な

い
と

き
嚴

密

に

凸

(
。。酔
二
。舘
団

8

奪

o
図
)
で
あ

る
と

い

う
o凸

性

の
概

念

の
幾
何
學
的
意

義

は
こ
」
に
省
略
す

る
。

微
分
學

に
お

い
て
知

る
如
く
、
函

敏
が
匝
間

の
す

べ
て
の
窯

に

お

い
て
正
な
る
二
次
微
係
敏
を
有

す
る
な
ら

ぱ

嚴

密

に

凸

で

あ

る
。
然

し
す

べ
て

の
黙

で
な
く

と
も
よ

い
こ
と
は
次

の
例

で
も

分

291

る
。

.

J

・
C

・
C

・

マ
ッ
ク

キ
y

ゼ

イ

「
ゲ

ー

ム

の
理

論

序
.説

」

馬
(
図
)
11
憎
+
(
図
+
恥
)
酔

(
属
W
O

O

侮
嫌
)

馬
(
5

11
Lδ
十
(
図
-
恥
)開

(
図
く
O

O

伴
嘩
)

こ

の
函

数

は

匿
U
O

に
お

い
て
第

一
次
微

係

数

も
存

在

し
な

い
の

で
勿
論

第

二
次

微

係

数

を

も

た
な

い
。
然

し
容

易

に
分

る
よ

う

に

(
ー
8

冠
+
8

)

に

お

い
て
嚴

密

に
凸

で
あ

る
。

二
攣

歎

の
函

激

が

一
つ

の
攣

激

に
關

し

て
凸

で
あ

つ

て
も
他

の

攣

敏

に
關

し

て

凸

で
あ

る

と

は
限

ら

な

い
。

n
攣

敏

の
函

敏
f

が

n
次

元
恒

間

に
お

い

て
凸

で
あ

る
と

い
う

の
は

、
亀

の
す

べ

て

の
敏

(
≧

設

)

と

匝
間

の
相

異

な

る

二
鮎

(
図
　》..わ.駒.焔
〆
5
)

と

(
川
ご

-
:
・・噛
押

)

の
す

べ

て

の

各

封

に

封

し

て

馬
(
≧

メ
　
十

詠

圃
ご

…
…

》
き

図
=
十

、
b。
判
し

肱

き

廃
(
図
ご

:
:
ご

図
昌
)
十
詠

h(
刈
ご

:
:
ご

隔
昌)

が
成

立

す

る

こ
と

で
あ

る

。
特

に

き

計
O
"
諭

に
樹

し

て
等

號

が

決

し

て
成

立

し

な

い
と

き

、
嚴

密

に
凸

で
あ

る
と

い
う
。

こ
の

凸
性

の
概

念

は
各

攣
歎

ご

と

の
凸

性

の
概

念

に
導

く

こ
と

が

出

來

な

い
。

と

い
う
意

味

は

各

攣

鐵

に

劉

し

て
凸

で
あ

つ

て

も

、

す

べ
て

の
攣

籔

に
封

し

て
連

立

的

に
凸

で
あ

る

と

は
限

ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

凸

に
双
野

な

概

念

と

し

て
凹

(
8

目
o
碧

Φ
)
が

あ

る
が

、

こ
れ

は

ー
h
が
凸

な

る
と
き

h

は
凹

で
あ

る
と

い

う
。

多
く

の
攣

敏

に

551
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

っ

い

て

の
凹

、
嚴

密

に
凹

も

同
様

に
定

義

さ

れ

る

。

補

題

一
二
・

一
、
f

が
閉
琶
間

に
お

い
て
連
績

で
あ

り
嚴

密

に

凸

な

ら
ば

、
f

が

極
小
値

を

と

る
よ

う

な

一
黙

が

匪
間

内

に
ま

さ

し

く
存

在

す

る
。

二
、

一
人

の
競

技
者

に
樹

す

る
唯

一
の
方

略

利

得
函

激

が
凸

で
あ

る
連

績

ゲ

ー

ム
を

、

極
小

な

ら
し

め

る
競

技
者

に
封

し

て
考

え
る

こ

と

に
し

よ

う
。

定

理

一
二
・

二
、

M

を
連

績

ゲ

ー

ム

の
利

得
函

敏

と

し
、

M
は

二

つ

の
攣

敏

に
關

し

て
連

績

、
そ

の
上

旨

(
図
・
く
)
は
す

べ

て

の

x

に
封

し

て

y
に
嚴

密

に
凸

で

あ

る

と
す

る
。

然

る

と

き
第

二

の
競

技

者

に
封

し

て
唯

一
の
最

適

方
略

が
存

在

す

る
。

そ

れ

は
第

一
次

の
階

段
函

数

で
あ

る
、

帥

ち

第

二

の
競

技
者

に
封

し

て
(
唯

一
の
)

最
適

方

略

が
階

段
函

敏
工
。
で
あ

る
よ

う
な

c
が
閉

匠
間

〔
O
レ
〕
に

存

在

す

る
。

ゲ

ー

ム

の
値

v
は
次

の
公
式

ぐ

"

H員
一昌

】B
費
区

旨

(
図
》団
)

O
肱
団
甑
H

O
肱
〆弘
H

に
よ

つ

て
與

え
ら

れ

る
。
常

敏

c
は
方

程
式

　屋
蟄
区

旨
(
メ
"O
)
11
く

O肱
×撚
H

の
唯

一
の
解

で
あ

る
。

こ

の
定

理

の
誰

明

は
雀

略
す

る
が
、

翼

に

嵐
(
図
M団
)
が

各

々
の

y

に
封

し

て

x
に
嚴
密

に

凸
な

る
と

き
も

同
様

な

定

理

が
得

ら

れ

凸

る

。例

一

二

、

四

、

§

(
図
+

同
)

嵩

(
図
u
団
)
11

訟
監

悼

三

、

他

の
競

技
者

に
蜀

す

る
方
略

右

の
例

で

は
最

初

の
競

技

者

に
封

す

る
最

適

方
略

を

決
定

す

る

こ
と

が

出
來

た

が
、

第

二

の
競
技

者

に
樹

し

て
は

で
き
な

い
冷

以

下

の
二

つ

の
定

理
は
爾

者

に
封

す

る
最

適

の
方

略

を

決
定

す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
定

理

に
お

け

る
記

號

と
し

て

匿

(昌、(
屠
馳M
)

及

び

旨
(・。)(
図
受
)

は

旨
(
図
受
)

の

x
及

び

y
に
關

す

る
偏

微
係

数

を

表

わ
す
。

定

理

一
二

、

五

、

M
を

連

績

ゲ

ー

ム

の
利

得
函

数

と

し
、

M

は

二

つ

の
攣

数

に
關

し
て
連
績

、
嵐

{・。パ
因
も

)

は

軍

位

正
方

形

の
各

x
と

y
に
樹

し

て
存

在

し
、

し

か

も

冒

(
き

団
)
は

各

x
に
封

し

て

y
の
嚴

密

に
凸

な

る
函

数

と
す

。
L
り
を
第

二
競

技

者

に
樹

す

る
唯

一
の
最
適

方
略

と

し

、

v
を

ゲ

ー

ム

の
値

と

す

る
。

も
し

同
。
11
0

叉

は

団
。
U
匪

な

ら

ば
、
第

一
の
競
技

者

に
封

し

て
最

適
方

略

取
o

が
存

在

す

る
。
常

数

㍉
は

次

の
條

件
を
満

足

す

る
激

と
し

て
得

ら

れ

る
。

O
砥
図
o
肱

回
"

ソ
n(
区
o
層
同
o
)
11
ぐ

552
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尾
)(邑

醜

背

諮

繍

も

し

又

O
〈
M
。
〈

目
な

ら

ば
第

一
の
競

技

者

に
蜀

し

て
最
適

の
方

略

が
存

在

し

て
そ

の
形

は

黛
H
×
ス

択
)
十
(
匪
ー
黛
)
H
謹

(
図
)

と
な

る

。
常

敏

α
、

㍉
、
㍉

は
吹

の
條

件

を
満

足
す

る
鐵

と
し

て

得

ら

れ

る
。

O
肱

'×
μ
肱

ご

O
肱

図
凶
杁

ゴ

O
賦

黛
肱

H

寓

(
図
ご

鴇
o
)
11

<

寓

(
図
巴

同
。
)
11

〈

臼

(M)(
客
ご

M
。
)
W

O

嵩
(醐)(
ご

M
ぎ

)
肱

0

9
宣

(・.ぺ
図
一.
団
。
)
十
(
μ
1
袋
)
冒

(讐
(
だ
り
ご

)
11

0

こ

の
定

理

の
讃

明

は

省
略

す

る

が
、

更

に

旨
つ
(
属
受
)
が
存

在

し

.
し

か

も

岩
(
図
℃団
)

が
各

y
に
封

し

て

x
の
嚴

密

に

凹
な

る

函

敏
な

る
と

き
も

同
檬

の
定

理

が
得

ら

れ

る
σ

四

、
注
意

と

例

注
意

一
二

、
ヒ

、

い
ま

の
二

つ
の
定

理

に
お

い

て
存

在

を

確
言

さ

れ
た

最
適

方

略

は
必

す

し
も

一
意

的

で
な

い

こ

と
は

注
意

さ

る

べ
き

で
あ

る
。

そ

の
例

と

し

て

崔

(
図
受

)
旺
(
団
+
畔
)
凶

が

あ

る
。

注
意

一
二
、

八
、

定

理

=

一、

六
を

用

い
る
と

例

=

一、

四

に

J

・
C

・
C

・

マ
ッ
〃

キ

ン
ゼ
イ

「
ゲ

ー
ム
の
理
論
序

説
」

お

け

る
第

二

の
競

技

者

の
最

適

方

略

が
容

易

に
見

出

さ
れ

る
。

例

一
二
、

九

、

冒

(
図
受

)
11
嵐

臨

ー
Q⇔
図
団
十
図
鱒

注
意

一
二
、

一
〇

、
凸

函

敏

に
關

す

る

以

上

の
定

理
は

弱

い
特

殊

の
形

に
お

い

て
述

べ

て

い
る

が
、

こ
れ

ら

は
種

丸
の
方

法

で
強

化

し
た

り

一
般

化

す

る

こ
と

が
出

來

る

の

で
あ

る
。

歴
皮

的

及
び

文

献
的

註

本

章

に
お

い

て
誰

明
し

た

定

理

は

国
o
げ
β
8

び
冨
ψ
『

国
葭

崔
P

ω
冨

胤

①
団
(
μ
㊤
獣
O
)
に
よ

つ
て
得

ら

れ
た

一
般

の
定

理

の
特

別

の
場

合

で
あ

る
。

第
十
≡
章

統
計
的
推
理

へ
の
慮
用

第

一
章

に
於

て
指
摘
し
た
如
く
、
人

が
何
物

か
を
極
大
化
す

る

こ
と
に
關

心
を
も

つ
と
き
、
そ
れ
は

二
つ
の
態

度

に
別

け

ら

れ

る
。

一
つ
は
自
然

の
威
力

の
前

に
た
だ
頭

を
垂
れ

る
だ
け

で
満

足

す
る

と
い
う
態
度

、
他
は
或

理
性
的
存
在
1

そ
れ

は
第

ゴ
の
人

が
大

き
く

し

た

い
と

思

う
量

を
な

る
べ
く

小

さ

く

し

よ

う

と
願
ろ

て

る
人

l
i

の
行

動

を
考

慮

の
う

ち

に
入

れ

て
お
く

と

い
う
態

度

で
あ

る
。

か
か

る
立
場

の

二

つ
型

は
ゲ

ー

ム
と

み
な

す

こ

と
が

出

來

る

。
最

初

の
型

は

一
人

ゲ

ー

ム

で
あ

り

、
第

二

の
型

は

n
人

ゲ

ー

ム
で
あ

る

。
既

に
指
摘

し

た
如

く
、

自

然

は
零

和

二
人

ゲ

ー

ム

553
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

に
於

て
見

ら
る
る
よ
う
な
、
我

々
を
出

し
抜

こ
う

と
試
み
た
り
我

々
に

直

接

的

な

敵

樹

槻
念

を
も

つ
て
い
る
等
と
は
考

え
ら

れ
な

い
。
そ
れ
故
非
零
和

一
人
ゲ

ー
ム

(
零
和

一
人

ゲ

ー
ム
は

つ
ま
ら

な

い
)

は
古
典
的
な
意

味

に
於

て
純
粋

の
極

大
問
題

と
み
な

し
得

る
。

そ
の
場
合
他

の
理
性
的
動
物

の
手
段
を
計
算

に
入
れ

る
問
題

は
起
ら

な

い
。

上

の
二

つ
の
態
度

の
著

る
し

い
相
違

に
も
拘
わ
ら

す
、
自
然

に

封

し

て
行
わ
れ
る
非
零

和
ゲ

ー
ム
の
場
合

に
於

て
は
、
最
悪

の
自

然

が
競
技
者

に
爲
し
得

る
事
柄

を
決
定
す

る
こ
と
に
競
技
者
が
關

心
を
持

つ
こ
と
が
あ
り
得
る
。
帥

ち
自
然

が
全
く
不
利
な
出
方

で

あ
ら

わ
れ

て
き
た
と
し

て
も

、
競
技
者
自
身
を
保
誰
す
る
極
小

の

も

の
を
計

算
し

て
お
き

た
い
と

願
う

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
立
場
は
特

に
統

計
學

と

の
關
連

に
於

て
お

こ
る
。

と

い
う

の
は
統

計
學
者

は
次

の
よ
う
な
問
題

に
し
ば
し
ば
遭
遇
す

る
か
ら

で
あ
る
。
與
え
ら
れ
た
儂
格

に
封
す

る
量

の
決
定

の
精

密

さ
を
極

大
化
す

る
こ
と
、
叉
は
與

え
ら

れ
た
精
密

さ

に
甥

し
て
或

物
を
決

定
す

る
こ
と
の
傾
格

を
極
小
化
す
る

こ
と
、

又
は
産
出
高

を

テ

ス
ト
す

る
適
當
な
方
法

(
品

質
管

理
)
を

工
夫
す

る
こ
と

に

ょ

つ
て
製

造

者

の
利

盆

を

極

大

に
す

る
こ
と
な
ど

が
そ
れ

で
あ

る
。

ゲ
ー

ム
理
論

の
統

計
學

に
封

す

る
關
係
は
最
近
非
常

に
緊
密

に
な

つ
て
お
り
、
激
理
統
計
學
者

は

こ
の
題
目

に
非
常
な
注
目

を

梯
ろ

て
い
る
。

こ
の
關
連

に
於

て
得
ら

れ
て

い
る

一
般

の
定

理
を

こ
」
に
述

べ
よ
う
と
は
思
わ
な

い
が
、
.
ゲ

ー
ム
理
論
を
統

計

の
問

題

に
慮

用
す

る
若
干

の
特
殊

の
例

に
就

て
研
究
し

て
お

こ
う
。

取
扱
う
例

は
瞭

り
簡
軍

で
計
算
機
械
を
用

い
る
程
で
な

い

の
は

一
寸

つ
ま
ら
な

い
が
、
そ
れ

は
統
計

理
論

の
豫
備
知
識
を
仮

定
し

な
か

つ
た
り
行
列

を
絵

り
使
わ
な

い
よ
う
に
し
だ
か
ら
で
あ

る
。

然

し
簡
軍
な
周

題

に
於

け
る
原
理
と
同
じ
も

の
で
も

つ
と
現
實
的

な
問
題
を
考

之
る
こ
と
も
出
來

る

の
で
あ
る
。
統
計
學
者

に
立
向

つ

て
く
る
最
も
普

通
な
問
題

の

一
つ
は
、
標
本

の
検

査
と

い
う
基

盤

の
下

に
、
物

の
大
き
な
集
ま
り

に
就

て
或

る
推
測

を
な
す

こ
と

で
あ
る
。
統
計
學
者
は
標
本

の
大

い
さ
を
檜
す

こ
と
に
よ

つ
て
彼

の
推
測

の
信
頼

性
を
高
め
る
こ
と
が
出
來

る
。
然
し
大

き
な

テ

ス

ト
を
す
れ
ば
莫
大

な
費
用
が
か
さ
む
。
そ
れ
故
統
計
學
者

に
と

つ

て
検

査

に
最
善
を
期
す

に
は
如
何

な
る
大
き

さ
が
よ

い
か
が
問
題

に
な

る
。
次

の
問
題
は
か

x
る
問
題
を
非
常

に
簡
軍
化

し
か

つ
理

想

化
し
た

モ
デ

ル
で
あ
る
。

例

「
三
、

一
、
或
壼

に
2
球
が
入

っ
て
い
る
。
そ

の
各

々
は
黒

か

又
は
白

で
あ

る
。
今
統
計
學
者
S
が

い
く

つ
黒
が
入

つ
て
い
る

か
を
あ

て
よ
う
と
す
る
。
も
し
正
し
く
あ
て
た
な
ら

ば

α
を
貰
う

こ
と
が
出
來

る
。
も
し
答
が
ー

だ
け
違

つ
た
ら

(
帥

ち
2

あ
る
の

に
ー
と
答

え
た
り
、
1

あ
る

の
に
2

と
答

え
る
)
β
を
貰

う
。
も
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し
答

が
2

だ

け
違

つ
た

ら

γ
を
貰

う
。

こ

こ

に

禽
W
b
W

『
と
仮
定

す

る

が

、

こ

の
三

つ

の
正
負

に
つ

い

て

は
仮

定

し
な

い
。

球

を

一

つ
テ

ス
ト
す

る

こ

と
S

は

に
と

つ
て
δ

の
慣

が

あ

る
も

の

と

す

る
。然

る
と

き
S

に
は

次

の
8

個

の
可

能

な

方

法

(
8

個

の
純

粋

方

略

)

が
あ

る
。

1聾偏V、IV

 

WW自
然

の
歌

態

と
し

て
は

二

つ
が

黒

で
な

い
か

、

こ

つ
が

黒

か

で
あ

る
。

S

が
ー

を

用

い
、
自

然

が
0

を

用

い

る
と

、

の
で
利

得

は

γ
と

な

る

。

S

が
V

を

用

い
自

然

が
ー

を

用

い
る

と

、

テ

ス
ト

さ
れ

る
球

が

テ

ス
ト
し
な

い
で

二

つ
と
も

黒

と

い
う

テ

ス
ト
し

な

い

で

一
つ
は
黒

、

一
つ
は
白

と

い
う

テ

ス
ト
し

な

い
で

二

つ
と

も
白

と

い
う

一
つ
を
調

べ
て

、
他

は

そ

れ

と
同

色

と
い
う

一
つ
を

調

べ
る

だ

け

で
、
他

は

そ

れ

に
か

ま

わ
す

黒

と

い

う一
つ
を

調

べ
る

だ

け

で

、
他

は

そ
れ

に
か

ま

わ
す
白

と

い

う一
つ
を
調

べ

て
、

他

は

そ

れ

と
異

色

と

い
う

二

つ
を

調

べ
て

、
黒

球

の
正

し

い
敏

を

い
う一
つ
が
黒

か
、

こ

の
方

略

を
0

、
1

、
2

で
表

わ
す

。

S

は
2

だ

け
違

う

J

＼
C

.
C

・

、
、

マ
ッ
ク
キ

y
ゼ

イ

「
ゲ
ー
ム

の
理
論

序
設
」

白

又
は

黒

で
あ

る
確
率

は

と
も

に
■
2
で
あ

る

。
そ

こ

で
黒

の
と

き

は
二

つ
と
も

黒

と

い
う

こ
と

に
な

る

の
で
ー

だ

け
違

つ
た

こ
と

に

な

り

、

テ

ス
ト

し
た

分
を

支
佛

う

と

篤
ー
窃

と
な

る
。

一
方
白

の

と

き

は
、

あ

て
た

こ
と

に
な
り

袋
-
動
と
な

る
。

故

に
S

の

期

待

値

は

卵
(
葛
ー
窃
)
十
卵
(
袋
ー
窃
)
11
隙
(
§
+
切
)
-
動

と

な

る
。

こ

の
よ

う

に
考

え

る
と

吹

の
表

が

得

ら

れ

る
。

Lヒ三

O畦

型

目1」劉亘1二 凶 日

9
ー

窃

も

1

窃

Ω
1

窃

b

ー

動

黛
I

bの
窃

目

i
_i_ _;_一 }

1

一

旨o卜 昏ol日
i

( ( 1
Ω

ー
ト2
窃

o

l

動

Ω
十
、
)

9
十
も
)

、

1
動

も

…

黛 も H

讐 1
窃 動

「

一 { 一 一 一 _1_
1
一 一

9
1
b b 9 自

卜o
窃

昼
窃
書
窃

1
窃
1
窃

『 b 9 bの

【 t
■

こ

の
ゲ

ー

ム

の
S

に
封
す

る
値

と
最
適

方

略

は

α
、

β

、
γ

、

555
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商

學

討

究

第
五
巷

第
四
號

δ

の
相
封
的
な
値

に
よ
つ
て
き
ま

る
。
實
際

に
そ

の
値

が
與

え
ら

れ
た
場
合

に
つ
い
て
は
以
下

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
。
δ

の
値
が
非

常

に
小

さ
い
か
、
叉
は
非
常

に
大

き

い
か
又
は
中
間

な
値

の
三
つ

の
場
合

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第

一
の
場
合

に
は
皿

が
よ
く
、
第

二
は
純
粋
方

略

、
第
三
は
混
合
方
略
を
S
が

と
れ
ば

よ
い
。

次

の
例
は
ゲ

ー
ム
理
論
を

品

質

管

理

へ
磨

用
す

る
も

の
で
あ

る
。例

=
二
、
四
、
或

非

常

に
高

贋

な

品
物
が
製
造

さ
れ

る
と
す

る
。
そ
れ
は
似
た

よ
う
な

三
つ
の
關
連
し
た
部
分
か
ら
な

つ
て
お

り
、
品

物
は
三

つ
の
部
分

の
各

々
が
満
…足

の
歌
態

に
あ

る
と
き
満
…

ヤ

足
な
も

の
で
あ

る
と
す

る
。
例

え
ぼ

三
つ
の
輻
を
有

す

る
車
輪

に

於

て
は
各

々
の
輻
が
適
當
な
張
力
を
有
す

る
と
き
車
輪

は
満

足
な

製

品
で
あ
る
と
す

る
。

こ
の
車
輪

の
消
費
者
A
は
製
造
者
M
と
次

の
契
約

を
行

う
。

一

定

の
規
格

に
あ

て
は
ま

る
車
輪
を
製
造

し
た
な
ら
ば

一
定

の
代
贋

を
先
す
支
佛

う
。
受
取

つ
た
後

に
A

に
於

て
テ

ス
ト
し
て
み
て
三

つ
の
輻
と
も
完

全
な
ら
ば
更

に
追
加
と
し

て
A
は
M

に

α
を
支
梯

う
。
も
し

一
つ
で
も
不
完

全
な
ら
ば
β
だ

け
逆

に
M
か
ら
緋
償

し

て
も
ら

う
。
但
し
M
は
A
に
渡
す
前

に

テ
ス
ト
す
れ

ば

一
つ
の
輻

に
つ
い
て
γ
の
費
用
を
要
す

る
も

の
と
す

る
。

こ
の
と
き
M

に
は

四

つ
の
行
動

(
純
粋
方
略

)
が
可
能

で
あ
る
。

L皿皿W次

に
自

然

に
と

つ

て
四

つ

の
可

能

性

が
あ

る
。
輻

の
0

2

、
3

個

が
不
完

全

で
あ

る
場

合

で
あ

る
。

2

、
3

、

そ

こ
で

二
組

の
方

略

の
組

合

せ
を

考

乏

る
。

先

す

M

が
ー

を

と
り

自

然

が
0

を

と

る
と

,
M

は

テ

ス
ト

は

し

な

い
が
輻

は
完

全

な

の
で
A

は
M

に

α
を

支
彿

う
。

依

て

こ

の
場

合

に
M

の
利

得

は

α
で
あ

る

。

次

に
M

が
亜

を

と
り
自

然
が

0

を

と

る
と
、

M
は

一
度

テ

ス
ト

テ

ス
ト
し
な

い

で
車

輪

を

わ
た

す

。

三

つ

の
輻

の

一
つ
を

勝

手

に

(
蟄
叶
同
2
]P
自
O
葺
)
選

ん

で
そ

れ

を

テ

ス
ト
す

る

。
も

し

こ

の
輻

が
完

全

な
ら

ば
車

輪

を

わ

た

し

、

不
完

全

な

ら

ば

す

て

る
。

輻

の

一
つ
を
勝

手

に
選

ん

で
テ

ス
ト

し
、

こ
れ

が

不

完

全

な

ら
ば

す

て
る
。

こ
れ

が
完

全

な
ら

ば
残

り

の

二

つ

の
輻

の

一
つ
を

勝

手

に
選

ん

で

テ

ス
ト
す

る
。

こ
れ

が

不
完

全

な

ら

ば

す

て
、

完

全

な

ら

ば

わ

た
す

。

輻

の

}
つ
を
勝

手

に
選

ぶ
、

こ
れ

が
不

完

全
な

ら
ぼ

す

て

る
。

こ
れ

が
完

全

な
ら

ば

残

り

の

二

つ

の
輻

の

一
つ
を

勝

手

に
選

ん

で

テ

ス
ト
す

る
。

こ
れ

が
不

完

全

な

ら
ば

す

て

る
。

完

全
な

ら

ば
第

三

の
輻
を

テ

ス
ト

し

て
す

て
る
か

わ

た
す

。

、
1

、

こ

の
方

略

を

0

、1

、

で
表

わ
そ

う

。
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を

行

う
が

A

は

漏

足

す

る

の
で
、

テ

ス
ト

に
要

す
る

費

用

γ
を

差

引

く

と

、

M

の
利

得

は

霞
1
『

と
な

る
。

同

様

に
M

が
皿

を
と

り
自

然

が
0

を

と

る
と

M

の
利

得

は

象
ー

鵠
「

と
な

る
。

M
が
W

を

と

り
自

然

が
0

を

と

る
と

M

の
利

得

は

§
1
。⇔
『
と
な

る
。M

が
ー

を

と
り

自

然

が
ー

を

と

る
と

、

A

は
不
完

奎

を
見

出

す

の
で

M

は

A

に
β

だ

け
辮
償

し

な

け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

邸

ち

M

の
利

得

は

ー
馬

で
あ

る
。

M

が
ー

を

と

り

、
自

然

が
2

叉

は
3

の
と

き

は
、

同
様

に
M

の

利

得

は

I
b

で
あ

る
。

も

し
自

然

が
3

を

と

れ

ば
す

べ

て

の
輻

は

不
完

全
な

の
で
、

M

が

テ

ス
ト
を

す

る

と
せ

ば
最

初

の

テ

ス
ト

で
不
完

全

を
見

出
す

の

で
、
車

輪

を
す

て
る

こ
と

が
出

來

る
。

そ
れ

故

M

の
損

失

は

一
回

の
テ

ス
ト

の
分

だ

け

で
あ

り

、
利

得

は

1
酵
と
な

る
。

こ

の
こ
と

は
自

然

が
3

を

と

り
、

M
が
∬

、
皿

、
W

の

一
ρ
を

と

る

と

き

つ

ね

に
成

立

す

る
。

M
が
∬

を
と

り
自

然

が
ー

を

と

る
と

、

M
が
不

完

全
な

輻

を

見

戯

す

確

率

は
壼

で
あ

り

、
見

出

さ

ぬ
確

率

は
著

で
あ

る
。
見

出

せ

ば

利

得

は

1
憧
で

あ
り

、
見

出

さ

ね

ば
更

に
β

を
辮

償

す

る

の

で

利

得

は

1
篤
1
『
費
あ

る
。
故

に
M

の
利

得

は

」

。
C

・
C

・

マ
ッ
ク
キ

y
ゼ
イ

「
グ

書
ム
の
理
論
序

説
」

中
(
ー
呪
)
+
幽
(
ー
旬
ー
『
)
H

ー
窓

ー
呪

同
檬

に
M

が
巫

を

と

り
自

然

が
2

を

と

れ

ば
M

の
利

得

は

㈱
(
1
『
)
十
炉
(
!
筍
ー
『
)
u
l
卵
b
ー
『

で
あ

る
。

M
が
冊
を

と
り
自

然

が
ー

を

と
れ

ば

、

M

が
最

初

の
テ

ス
ト

に

不

完

全

を
見

出

す
確

率

は
■
冨
で
あ

り

、
第

二
回

の
テ

ス
ト

で
見
出

す

確

率

は

脚

・
陣
11

呼

で
あ

る
。
故

に
不

完

全
煮
輻

が

見

逃

が

さ

れ

る
確

率

は

戸
1

(
沖
十

卵
)
11

卵
で
あ

る
。

最

初

に

見

出

さ
れ

れ

ば

M

の
利

得

は

ー
哩
で
あ

り

、
第

二
回

に
見

出

さ
れ
れ

ば

利

得

は

ー
導

で
あ

る
。

見

出

さ
れ
な

い
と

き

は
利

得

は

ー
鳶
-
曽

と

な

る
。
故

に
M

の
利

得

は

酬
(
1
『
)
+
呼
(
ー
§

)
十
坤
(
ー
鳶
-
碧

)
H
ー
鷺

-
幽
『

と
な

る
。

こ
れ
を
績
け
て
亥

の
行
列
が
得
ら
れ

る
。

.コ_

&o

H

トり

ω

1

、

、
、

ー

も

署IMIm

9

ー

『

9

1

b9
『

R
ー

ω
『

の

1

副
も

ー

『

　

ゆ

-
噺
も
1
噴

1
貿

　

1

倒
、
1

『

ー
輪
『

1
聖

『

ー

『

1

『
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商

學

討

究

第
五
答

第
四
號

こ

の
ゲ
ー

ム

の
値

と
最

適
方

略

は

α
、

β

、

γ

の
値

に
よ

つ

て

定

ま

る
。

そ

の
實
例

が

種

々

の
激

値

に

蜀

し

て
読

明

さ
れ

て

い

る
。歴
史

的
及

び
文

献
的

註

ゲ

ー

ム

理

論

を

統

計

學

へ
憲

用
す

る
文

献

と

し

て
は

宅

旦
幽

(
お

振

ソ

(
お

蛤

)
博
(
お
お

)
.
(
お

9

y

b
罎

o
ぎ

冨
一言

冒
胡
巴
一
℃

Φ
貯
。。
繧
畠

(
お

お

Y

U
く
o
さ

欝
犀
ざ

ぞ

旦
伽
噛

宅

o
需
o
毛
一9

(
同
⑩
弩

)

の
も

の
が

あ

る
。

・

第
十
四
章

線
型
計
書
法

本

章

に
於

℃

は
線

型
計

壼

法

(
岸
β
。
葭

鷲

o
σq
養

据
昌

β
σq
)

と

呼

ば

れ

る
特

殊

の
極

小

化

・
極

穴
化

問

題

を

取
扱

う

。

こ
れ
は

経

濟

理
論

か

ら
起

つ
た
も

の
で

あ

り
、

ゲ

ー

ム
理
論

と

非
常

に
密
接

な

關

連

を

有

す

る

も

の
で
あ

る
。
先

す

例

を

以

て
読

明

し
よ

う
。

人

が

健

康

を

保

持

す

る
た

め

に
毎

日

二

つ

の
ビ
タ

ミ

ン
B
、
、

B
2
を

そ

れ

ぞ

れ
玩

及

び
馬

軍
位

を

必

要

と
す

る

と
仮

定

す

る
。
し

か

し

そ

れ
ら

は

純

粋

な

形

で

は

得
ら

れ
な

い

の
で
藥

品

儀

及

び

C
,
か

ら

と

る

こ

と

に
す

る
。
C
、
は

一
オ

ン

ス

P
仙

で

あ

り

そ

の

中

に
B
-
を

鞭
輩

位

、
B
,。を

耽
箪
位

含

み

、

9

は

一
オ

ン
ス

馬

仙

で
あ

り

、

そ

の
中

に
8
、
を

晦
輩

位

、
B
,
を

魎
輩

位

含

む

。

い

ま

B
、
及

び
B
2
を

最

小
費

用

で
最

小

限

度

に
と

る
た

め

に
は
砿

及

び

C

を

如
何

程

購

入

し

た
ら

よ

い
か

。

偶

を

㍉

オ

ン
ス
、
儀

を

㍉

オ

ン
ス
購

入

す

れ

ば

そ

の
償
格

は

世

図
　
+

否

営

と
な

り

、
B
-
及

び
B
2
の
量

は

そ
れ

ぞ
れ

、

診
匿
き

+

鎖
b。昌
国
b。
u
2
b。
図
　
+

簿
旨
詳

と
な

る
。
そ

れ
故

避
目
図
昌
十

2
一
擬
b。
W

げ
ご

鉾
忌
ぢ

十

欝
b。
国
鵠
W

げ
博

を

満

足
す

る

㍉
及

び

㍉

を
非

負

に
と

り

娼
戸
♂

十

帽
博
図
凶

を

出

來

る
だ

け
最

小

に
す
れ

ば

よ

い
。

こ

の
問

題

は

解

析
幾

何

の
力

で
容

易

に
解

く

こ
と

が

出
來

る
。

實
際

に
敏
値

を

入

れ
た

例

が

示

さ

れ

て
い

る
。

こ

の
種

の
極
値

問
題

に
封

し

て

は
微
積

分
は

無

力

で
あ

る
。
と

い
う
羅

は

極

値

に

於

て

は

導
函

敏

が
0

に
な

ら
な

い
か

ら

で
あ

る

。し

か
し
解
析
幾
何
學
的
方
法
も
攣
敏
が
多
く
な

る
と
非
常

に
複

雑
困
難

に
な

つ
て
く
る
。
例

え
ば
右

の
例

で
六

つ
の
藥
品
と
な
れ

ば

六
次
元

の
室
間
を
考

之
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
い
つ
て
そ

の

困
難
を
ほ

つ

て
お
く
課

に
は

い
か
な

い
。
こ

の
種

の
問
題
は
非
常

に
重

要
な

の
で

(
例

え
ば

一
定

の
荷
物
を
最
小
費
用
、
叉
は

最
小

時
間
内

に
輸
邊
す

る
と
き
、
貨
物
車

に
経
路

を
指
示

し
て
や
る
問

題

に
關
連
し

て
起

っ
た
)
、

こ
れ
を
取
扱

う

一
般

の
方
法
が
必

要

に
な

つ
て
き
た

の
で
あ
る
。
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`

か
く

し
て
線
形
計
凝
法

と
よ
ぼ
れ

る
数
學

の
特
殊
分
野

が
誕

生

し
た

の
で
あ
る
。
線
形
計
書
法

の
問
題

と
は
、
攣
敏

が

一
次
不
等

式

の
下

に
制
限

さ
れ
て
い
る
條

件
の
下

に
、

一
次
函
敏

で
表
わ
さ

れ

る
値
を
極
小
叉

は
極
大
な
ら

し
め

る
も

の
を
意

味
す
る
。
帥

ち

一
般

に
次

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ

る
。

暫
匿
響

十
…
…
十

3
=
寄

W

ゴ

鋤
巳

響

十

…
…

十

簿
塁

響
"
W

ぴ
ヨ

を
満

足

す

る

(
団
一"...り噂.噂
曳
冒
)

で

一
次
函

敏

b
μ
審

十

…

…
十

恒
ρ
闇
昌

を

極

小

又

は
極

大

な

ら

し
め

る
も

の
を

求

め

よ

。

こ

」
で

は
線
形

計
書

法

の

一
般

論

を

述

べ
よ

う

と

は
思

わ
な

い

が

、
ゲ

ー
ム
理
論

と

の
關

連

に
つ

い

て
論

明

し

て
お

こ
う
。

後

に

分

る
如

く

、

矩
形

ゲ

ー

ム
は
特

殊

線
形

計

書

法

問

題

と

み
ら

れ

、

逆

に
多

く

の
線

形

計
書

法
問

題

は

ゲ

ー

ム
理
論

の
問

題

に
饒

着

す

る

こ
と

が

出
來

る
。

先

す

線
形

計

書
法

問

題

の
解

の
存

在

に
つ

い

て
注

意

し

て
お

こ

う
。

不

等

式

が
矛

盾

し

て

い

る
場

合

に
は
解

が
存

在

し
な

い
こ
と

は

當
然

で
あ

る
が

不

等

式

が

矛
盾

し

て

い
な

い
場

合

に
も

解

が
存

在

し
な

い
こ
と

は
あ

り

得

る

。
そ

れ

は

一
吹
函

撒

の
値

が

不
等

式

371

の
示
す
範
園

に
入
ら

な

い
場
合

で
あ

る
。

こ
う
し
た
場
合
を
省

け

J

.
C

.
C

・

マ

ツ
〃

キ

y

セ
イ

「
ゲ

ー

ム

の
理

論

序

肌祝
」

ぱ

一
つ
以

上

の
解

が

存
在

す

る
。

さ

ら
に
解

の
凸

一
次
結

合

は

ま

た

解

と
な

る

の
で
、

一
つ
以

上

の
解

が

あ
れ

ば

無
限

の
解

が
存

在

す

る

こ
と

に
な

る
。

な

お

一
見

し
た

庭

線
形

計

書

法

の
問

題

で
な

い
も

の

で
も
,

こ

れ

に
離
着

す

る
も

の
が

あ

る
。
印

ち

3
μ
ざ

十

3
爬
智

H

ダ

騨
讐
さ

十

営
瞬
冒

ロ

び
糟

の
下

に

密

冒

十

娼
団
M
堅。
十

娼
。。
団

を
極

小
化
す

る
問

題

は
不

等
式

欝
　
ざ

十

避
凶
吝

W

ぴ
　

1
避
μ
饗

-
避
悼
智

W

l

び
一

3
一
冒

十

8
h・
智

W

『

ー
9
鰻
皆

ー

3
6・
寄

W

I

げ
b。

の
下

に

密

饗

十

響

ざ

十

密

曳
。。

を

極

小

化
す

る
問

題

と
等
値

で
あ

る
。

さ

て
矩

形

ゲ

ー

ム
が

線
形

計

鍵

法

の
問

題

に
蹄
着

す

る

こ
と

を

宗

そ

う
。

い
ま

ゲ

ー

ム

の
行

列

が

(……∴

…)
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
貌

で
ゲ
・ー

ム
の
値

が

v
な

る
も

の
を

考

え

よ
う
。

値

v
は
亀

の
元

(
団
ご

曳
酌
)

に
野

し

て
次

の
不

等

式

鐸
鵡
…璽

(ヒ

を
満

足
す

る
最

小

の

z
で
あ

る
。

そ

し
て
定

理

二
、

一
〇

に
よ

れ

ば

z
が

v
に
よ

つ

て

お

き

か

乏
ら

れ

て

巧

と

砺

が
ω

を

備

足

す

る
と

き

そ

し

て
そ

の
と

き
に
限

り

、

方

略

(
気
ご

憲

)

は
p
-
に
劉

し

て
最
適

と
な

る

。
次

に
容

易

に
分

る

こ

と

で
あ

る
が

蟄 蟄 診
魯q齢9　
に　 ら の　

同 馬く 気く印 レ画 　ム

十 十 十

慧 書 ξ
璽く 団 聖く

魯oド 囮

十 十 十
国 国N
邑9」 ●-

llllu

NNN

 

を

満

足

す

る

非

負

ち

、

恥

、

%

が

存

在

し

そ

し

て

こ

の

と

き

に
限

り

m

を

満

足

す

る

L
、

ぬ
、

z
が

存

在

す

る

。

こ

の

三

つ

ψ

等

式

は

凶
11
瀞
=
罫

十

ヨ
曲
寄

十

§

(
夢
旨
-
避
昌)
響

十

(
診
旨
ー
2
圃)
智

十

国
に
ー

国
μ
11

0

(
診
。・μ
1
蟄
旨
)
皆

十

(
"
。。的
-
避
圃)
智

十

N
こ・
1

国
一
11

0

と
攣

化
さ
れ
る

の
で

響
灘讐
讐

な

る
艦
系
を
考

え
る
と
、
或
る

ぬ

b

病

馬

璽

%

に
封

し

て

②

が

満

足
さ
れ

る
最
小

の

Z
が

V
で
あ

る
。
更

に

Z
が

V
で
お
き
か
え

ら
れ
た
と
き

L

ぬ

贋

恥

恥
が

囲
を
満

足
し
そ
し

て
そ

の
と
き

に
限
り
、
方
略

(
M
ご

冒

)
が
乳
、
に
封
し

て
最
適

と
な

る
。

か
く

し

て
ゲ
ー

ム
の
値

と
P
2
に
封

す
る
最
適
方
略
を

見

出

す

問

題

が

線
形
計
書
法

と
し
て
②
を
解
く
問

題
に
饒
着

す
る
。

一
般

に
矩
形
ゲ

ー

ム
を
解
く

こ
と
は
次

の
特
殊

の
形

の

響
螺
二
(。。
}

線
形

計
書
法

に
館
着

す
る
。
逆

に
こ
の
形

の
線
形
計
書
法

の
問
題

560
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ユ39

は
矩
形
ゲ
ー

ム
の
問
題

に
等
値

で
あ

る
。
設
明

は
宥
略
す

る
が
、

個

で
與

え
ら
れ
た

z
を
極
小

に
す

る
問
題
は
次

の
行
列

で
表

わ
さ

れ
る
ゲ
ー

ム
と
な

る
。

切
II一

o・ … 一 ・o

o…iie…o

 

ー

鏑

1

瀞

"

.

.

.

1

蟄

昌

昌
【
.
.
.
ー

や

資

=

一

.

.
,
.
.
.

鉾

寄
髭

9

一
昌

、
.
.
.
.
.
鈴

⇔

o… … …o

o… … …o

 

娼

印

…

…

娼

診

ー

ず

「

:

ー

ぴ
擬昌

lI

硬ゴ"』 …'娼
　 　も

__一__〕

亭 
鱒

び
巳

O

＼

歴
史

的
及

び
文
献
的
註

ゲ

ー
ム
理
論
と
線

形

計

豊

法

…問
題

の
等
値

な

こ
と

の
謹

明

は

嵜

暮

臥
σQ
(
岡
挨

μ
)

と

Q
旦

O
℃
年

げ
P

日
β
O
犀
霞

(
H
O
蟄

)

に

よ

る
。

な

お
他

の
結

果

に

就

て
は

⇔
碧

欝
曜

(
μ
㊤
弩

)
(
目
逡

O
)
と

⇔
斜
暮

臥
σq
り
宅

o
o
q

(
H
り
お

)

の
論

文

を

見

ら

れ
た

い
。

第

十

五
量
一

零

和

n
人

ゲ

ー

ム

一
、

特

性
函

敏

二
人

以

上

の

ゲ

ー

ム
に
於

て
は
不
幸

に
し

て
、

二
人

ゲ

ー

ム
の

J

.
C

.
C

・

マ

ジ
〃

キ

ン

ゼ
イ

「
ゲ

7

ム

の
理
鰯

序

髭

」

場

合

に
お

い

て
直

視
的

に
取

入

れ
ら

れ

る
如
何

な

る

理
論

と

い

え

ど
も

役
立

た

な

い
の

で
あ

る
。

ノ
イ

マ

ン
と

モ
ル
ゲ

ン

シ

ュ
テ

ル

ン
の
書

物

の

大

部

分

は

二
人

以

上

の
ゲ

ー

ム

に
費

さ

れ

て
い
る

が

、

敏
學

者

か

ら

み

る
と

そ

こ

に
展

開

さ
れ

て
い
る

理
論

に

は
不

満

足
な

も

の
が
見

受

け

ら
れ

る

。
最

近

数
年

間

は

ゲ

!

ム
理

論

の

こ

の
分

野

は

殆

ん
ど
開

拓

さ
れ

て
お
ら

な

い
。

か
く

n

(
2

以
上

)
入

ゲ

ー

ム
の
理
論

は

一
慮

満

足
な

歌
態

に

は
な

い
が

、
現

在

の
形

に
お

い
て
そ

の
理
論

に
慣

れ

て
お

く

こ
と

は
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

と

い
う

の
は
將

來

改

良

さ

れ

る
と

し

て

●
も

現
在

の
理

論

に
は
確

に

い
く

ら

か

の
堅

實

さ
が

あ

る

か
ら

で
あ

る

。
本

章

に
お

い
て
は

ノ
イ

マ

ン
と

モ
ル
ゲ

ル

シ

ュ
テ

ル

ン
に
よ

る
理

論
を

紹
介

す

る

。

先

す

有
限

n
人

ゲ

ー

ム
に
於

て
は

、
競

技
者

に
よ

る
段

階

、

偶

然

の
段
階

、
そ

れ

に
類

し
た

も

の

の
外

に
部

分

的

な

情

報

が
あ

る

こ
と
を

注
意

し

て
お
く

。

さ

て
今

後

矩

形

零

和
人

ゲ

ー

ム

に
就

て
の

み
述

べ
る

こ
と

と
す

る
。

こ

の
ゲ

ー

ム
に
は

n
個

の
段
階

が
あ

り

第
i

番

目

(
一
11
r

bの
・

…
:
β
)

の
段

階

に
於

て
競

技

者
P
i
は

、
そ

れ

以

前

の
段
階

の

結

衆

に
就

て
は
何

に
も

知
ら

さ

れ

る

こ
と

な
く

、
有

限

集

合

G
.
か

ら
敏

恥

を

選

ぶ
も

の

と
す

る
。

n
段

階

が
完

全

に
絡

つ
た

後

に
競

技
者

P
玉
は

冒

ス

図
　り
図
』・り…
…

"
図
昌
)
を
受

取

る
も

の
と

す

る
。

ゲ

・撫
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

ー

ム

は

零

和

な

る

を

以

て

図

拷

一
(
区
一
・

層
炉
.
.
.
.
,
.
矯

図
=

)

11

0

　
11

　

で
あ

る
。

吐

利

得
函

数

に
よ

つ
て
與

乏
ら

れ

る
値

の
性
質

に

つ

い

て
二

三

の

注

意

を

し

て
お

こ
う
。

そ

の
値

は
各

競

技

者

に
と

つ
て
良

い
か
悪

い
か

の
判

定

が

つ
く

も

の
と
す

る
。

例

え
ば

十
bう

が

ー
封

P

十
目

よ
り

も

良

い
と
す

る
。
ま

た

ゲ

ー

ム
を

工
合

よ

く
蓮

ぶ

陀
め

に
、

そ

の
値

は
物

質
的

(
o
ぴ
甘
簿
才
○
)

で
あ

り

可

動

的

(
窪
顕
デ

。αh
㊦
崔

三
①
)

で

あ

る

と

し

よ

う
。

例

え
ば

十
2

は

「
2

弗

を

得

る
」

と

い
う

よ

う

に
し

て
、
「
味

畳

の
満

足

の
2

胆単
位

を

う

け

る
」

な

ど

と
は

し
な

い
こ
と

に
す

る
。

n
人

ゲ

ー

ム

の
理
論

は
、

競

技

者

の
如

何

な

る
組

合

せ

(
即

ち

連

合

8

鑑
託

o
β
)

が

あ

る
か

、

又

こ

の
種

々
の
連

合

に
加

入
す

る
動

機

と

し
て

お
互

に
作

つ
た

支
沸

を
競

技
者

が
ど

れ
だ

け
期
待

で
き

る
か

と

い

う
問
題

に
多
く

關

蓮

し

て

い
る
。

競

技
者

を
軍

に
ー

、
2

…
…

n
で
表

わ
し

、

そ

の
集

合

を

属

U

{
H
℃
悼
鳩
・:
・:
】p
}

容
表

わ
す

。

い
ま
N

人

が

二

つ

の
蓮

合

T

と

属

-
日
目
ー
日

に
別

れ

た

と
す

る

と

、
各
連

合

に
於

て
は
互

に

共

力

す

る

の

で
、

こ
れ

は

日

と

!
日

と

の
二
人

ゲ

ー
ム
に
な

る
。

こ

の
場

合

は
簡

輩

で
あ

り

、

T

の
側

の

マ
ッ
ク

ス

ミ

ニ

く
(
日
)

を

が

ー

ム

の
特

性

函
激

(
魯

霞

㌣

。
$
覧
。。ぽ
。

津

昌
。寓
8

)

と

い
う
。

こ

の
特

性

函

数

の
性
質

と

し

て
次

の
定

理

が
成

立

す

る

。

定

理

一
五

、

(

一
)

(
H
μ
)

(
讐

)

一

、

<
(頃
Y

O

ぐ
(
ー
日
)
"

ー
く
(
日
)

R

と

T
と

が

互

に
排

反
的

な
部

分

集
合

の
と

き

ぐ
(
国

⊂
目

)
W

<
(
男
)
十
く
(
日
)

逆

に
こ
の
條

件
を
満
足
す

る

v
は
特
性
函
激
な

る
こ
と

が
示

さ
れ

る
。
帥

ち

定

理

一
五
、

三
、
N
を

n
人

を
含

む
有
限
集
合

と
し
、

v
は
N

の
す

べ
て
の
部
分
集
合

T

の
上

に
定
義

さ
れ

る
實

敏

値

函

激

と

し
、

一
五
、

一
、

の
三
條
件
を
満

足
す

る
も

の
と
す

る
。
然

る
と

き

v
が
特

性
函

敏

に
な
る
よ
う
な

n
人
零

和

ゲ

ー

ム
が

存

在

す

る

。二
、
誘

導

形

既

に
述

べ
た

よ
う

に
問

題

の
焦
窯
は
、
種

々
の
連
合
を
作

る
競

技
者

の
傾
向

の
力

と
、
連

合

に
加

わ
る
動
機

と
し
て
組
ん
だ
競
技

者
間

に
如
何
な

る
片
側
支
佛

(
。。峯
o
ら
留
葺
Φ
暮

)
が
な

さ
れ
る
か

の
二

つ
で
あ
る
。
そ
れ
故
利
得
函

敏
と
特

性
函

敏
が
異
な

つ
て
い

て
も
、
こ

の
二
黙

に
於

て
二
つ
の
ゲ

ー
ム
が
異
な

ら
な
け
れ
ば

、
そ

562
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の
關

係

に
名
稻

を

與

え

る

こ
と

は
自

然

で
あ

り

、

こ

の
と

き

二

つ

の
ゲ

ー
ム
は
方

略
的

同
値

(
。。書
暮

o
σ◎
ざ

Φ
ρ
巳

く
鑑
①
昌
o
o
)
で
あ

る

と
名

付

け

る

。

方

略
的

同
値

と

い
う

概

念

は
勿

論

正

確
な

敏

學

的

内

容
を

も

た

な

い
直
観

概

念

で
あ

る
。

と

い
う

の
は

「
連

合

を

作

る
傾

向

」

と

い
う

そ

れ
自
身

数

學

的

に
定

義

さ
れ

な

い
概

念

に
基

い

て

い
る

か

ら

で
あ

る
。
し

か
し

そ

の
概
念

は
我

々

の
目

的

に
と

つ

て
非

常

に

重

要

で

あ
り

、

ゲ

ー

ム
理
論

の
基

礎

的

仕

事

の

一
つ
は
そ

れ

に
封

す

る
疋
確

な

勲

學

的
定

義

を
見

出

す

こ
と

で
あ

る

の
は

明

ら

か

で

あ

る
。

あ

る
條

件

が
方

略
的

同
値

に
劉

す

る

十
分
條

件

に
な

る

こ

と
を

示

す

直
観

的
命

題

を

與

え

る

こ
と

は
可

能

で
あ

り

、騨
そ

れ

を

以

下

に
示
そ

う

。

二

つ

の
矩

形

n
人

零

和

ゲ

ー

ム
r

と

乃
が

あ

つ
て
、

爾
方

の
ゲ

ー

ム
に
於

て
競

技
者
i

Q
ロ
ど
ド

・

-
鳩
巳

ぱ

集

合
q
、
か
ら

選

揮

を

行

う

。
r

と
π

に
於

け

る
利

得
函

数

を

そ

れ

ぞ
れ
嵩
『

…

℃

崔
昌
及

び

冒
ド

・…

ご

冒
、=
と
す

る
。

更

に

凶
日
ご

…

…
昌

と
、

ρ

・:
…
ゼ

0
5
の
カ

ル
テ

シ
ア

ン
積

の
元

(
図
昌":
…
ご

望

)

と

に

樹

し

て
寓
♪
(
図
ご
......噌
図
5
)
ロ
犀
・
旨

λ

メ
『

:
…

矯
図
冨
)

(ヒ

な

る

も

の
と
す

る
。
然

る

と
き

ー■

と
ア

と

は
方

略

的

同
値

で

あ

る

こ
と

は
直

観
的

に
明

ら

か

で
あ

る
。

こ

の
㈲

が

一
つ
の
十
分

條

件

J

・
C

。
C

・

マ

ツ
〃

キ

y

ぜ
イ

「
ゲ

ー

ム

の
理

論
序

読

」

で
あ

る
。

他

の
十
分
條

件

は
ω

を

次

の
よ

う

に
置

換

す

る

こ

と

に

よ

つ

て

得

ら

れ

る

。

尾

♪
(
図
ど

:
…
堕
図
旨
)
u
嵐

一
(
図
μ㌦
…
:
植
図
ロ
)
十
欝

璽

と

避

十

:
…

十

即
ニ
ー1

0

を
満

足

す

る

n
個

の
敏

3

…
:
ご

3

が
存

在

す

る

。

こ
れ
も

十

分
條

件

で
あ

る
。

と

い
う

の
は
競

技
者

i

は
r

に
於

て
た

壁

趣
丈

よ

げ

へ
に
貰

う

と

い
う
違

い
は
あ

る
が

、
こ

れ
は

勝

負

の
経
過

に
は
無

關

係

で
あ

り

、
勝
負

の
絡

り

に

3

…
:
ゼ

2

が

支
彿

わ

れ

る
代

り

に
勝

負

の
始

め

に
支
佛

わ

れ

る
な
ら

ば
π

の
方

略

性
格

は

不
.攣

で
あ

る

。

こ
れ
ら

を

一
般

化

し

て
吹

の
S

同

値

(
砿
1
。
ρ
鼠

く
巳
⑦
暮

)

の

定

義

が

得

ら
れ
.る
o

定

義

一
五
、

五
、
F

と
刀

と

を

二

つ

の

n
人

零

和

ゲ

ー

ム
と

し

選
揮

集

合
を

そ

れ

ぞ

れ

O
ど

4

ρ
戸
及
び

O
、ど

…
:
O
、冨
ま

た

利

得
函

激

を

そ

れ

ぞ

れ

嵩

ど

:
ご

嵐

=
及

び

嵐

、『

:
…

矯
寓

♪

と

す

る
。
し
か

る
と

き
次

の
三
條

件

を
満

足
す

る
函

撒
炉

・…

-
夢

實

敏

夢
『

・…
ご

ξ

及

び

實

籔

犀

が
存

在

す

る
な

ら
ば

ゴ

(
一
)

図

ヨ

ー1

0

一
1ー

昌

i

63

(
口
)

α
、
は
α

の
上

に

一
…封

一
に

う

つ

さ

れ

る

5
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

(
出
帥)

嵐

凶
(
図
ご

…
…

図
瞬印)

口
犀
目
♪
〔
や

(
図
一
y

…
…

"ら
汽
肖
)
〕
十
2

こ

の
と

き
r

と
〃

と

は
S

同
値

で
あ

る
と

い
う

。

定

理

一
五
、

六

、
S

同
値

の
關

係

は

反
射

的
、

封
繕

的

、
推

移

的

で
あ

る
。

こ

の
定

理

に
よ

り
類

に

分
け

る

こ
と
が
出

來

る
。

定

理

一
五
、

七

、
r

と
π

と

が

S
同
値

な

る
と

き
、

v
及

び
ゲ

を
特

性

函

藪

と

す
れ

ば

ぐ
(
日
)
H
犀
・
<
、(
日
)
十

財
黛

凶
ひ
日

で
あ

る

。

こ

の
方

程
式

が
満

足

さ

れ

る
と

き

v
と
ゲ

と
は
S

同
値

で
あ

る

と

い
う

。

定

理

一
五

,

八
、
特

性

函

敏

v
を
有

す

る

n
人

ゲ

ー

ム
は

ぐ
(
{
H
}
)
ー1
<
(
富

}
)
目

:
h…

11
<
(
{
昌
}
)
11
呪

な

る
と

き
誘
導

形

(
円
O
自
目
O
O
自

出
O
同目
)
と

い
う
。
但

し

γ
は
0

又

は
4

で
あ

る
。

ま
た

こ

の
方

灘

式

が

成
立

す

る
と

き
特

性

函

敏

v

は
法

γ
を
有

す

る
誘

導
形

と

い
う

。

定

理

一
五
、

九

、

v
が
法

γ
を

有
す

る
誘
導

形

に
お

け

る
特

性

函

敏

に
し

て
、

T
が

P
個

の
元

を
含

む

N

の
部

分
集

合

な

ら

ば

娼
『
肱

く
(日
)
肱
(
b
I
β
)
『

で
あ

る
。

系

一
五
、

一
〇

、
法

0

を

有

す

る
誘

導

形

の
と

き
は

く
(
臼
)
"
O

で

あ

る

。

定

理

一
五
、

一
二
、

す

べ

て

の
特

性
函

数

は
誘
導

形

に
お

け

る

一
つ

の
し

か

し

て
唯

一
つ

の
特

性
函

数

に
S

同
値

で
あ

る
。

注

意

一
五
、
=

二
、定

理

一
五
、
一
二
と

一
五

、七

と

に
よ

つ
て
誘

導

形

に

お
け

る

ゲ

ー

ム
だ

け
を

考

え
れ

ば

よ

い

こ
と

に
な

る

。
系

一
五
、

一
〇

に
ょ
れ

ば
0

を

法

と

す

る

も

の
は
4

を
法

と
す

る
も

の
と

著

る
し
く

異

な

つ

て

い
る
。

實
際

法

が
0

な

ら

ば

、
競

技
者

の
各

集

合

は
利

得
0

を

得

る
。

そ

れ
故

か

」
る

ゲ

ー
ム

に
於

て
は

連

合

は
起

ら

な

い
か

ら

問
題

に
な

ら
な

い
。

そ

れ
故

法

が
4

の
も

の
丈

を
考

え

る
と

よ

い
。

か

Σ
る

ゲ

ー

ム
を

本
質

的

(o
。。
のo
ロ
寓
筥
)

と

よ

び

、
法
0

の
も

の
を

非

本

質

的

(
冒

霧
m⑦
買
菖
9
)

と

い
う

。

ゲ

ー

ム
が
誘

導

形

で
な

い
場

合

に
も

、
こ

の
言

葉

は

用

い
ら

れ

る
。

丑
が
3

の
と

き
誘

導

形

に
お

げ

る
本

質

的

ゲ

ー

ム
は

一
つ
し

か

な

い
。

ぐ
(
{H
}
)
11
〈
(
{
b9
}
)
ー1
ぐ
(
窃

}
)
11
1
日

　

と

す

れ

ば
、
定

理

一
五
、

一
の
"11
に
よ

り

く

く
(
{
ド

⇔⇔
}
)
11
<
(
{
ど

Q⇔
})
闘
く
(
{
ど

憎
}
)
n
十
μ

と

な

る
。

そ

れ
故

く
(肖
)

の
値

は
す

べ

て

の
T

に
封

し

て
決
定

す

る

の
で
、
誘

導

形

に
お

け

る
本

質

的
3

人

ゲ

ー

ム
と

よ

ぶ

こ
と

が

出

來

る
。

564



●

'

143

n
が
3

よ
り

大

な

ら
ば

誘

導

形

に
お
け

る
無

限

に
多

く

の
本

質

的

ゲ

ー

ム
が
存

在

す

る
。

n
が
4

の
場

合

の
例

が

あ

る
が

こ

こ

に

は
省

く

。

例

一
五
、

一
六
、
奇

数

の
人

ア
ウ

ト

(
O
伽
含

葺
薗
β

O
dさ
)
と

い

う

三
人

ゲ

ー

ム
が

あ

る
。

三
人

と

も
密

か

に
紙

片

に
表

叉
は
裏

と

書

く

。
審
判

者

が
そ

れ

を
集

め

て
同

時

に
開

い

て
み

る
ρ

全

部
が

表

又

は
裏

と

あ

れ

ば
無

勝
負

、

一
人

丈

が
表

(
叉
は
裏

)

で
他

の

二
人

が
裏

(
叉

は

表
)

な

ら

ば

表

を
出

し

た
人

が

他

の
二
人

に

一

弗

す

つ
支
佛

う

こ
と

に
す

る
。

　

い
ま

表

を
ー

、裏

を
2

で
あ

ら

わ
し

、

三
人

の
利

得
函

敏

を

M

、

ヨ

ヨ

M
、

M

と
す

れ

ば

、

寓

　
(
ご

ど
目
)
u
目
一
(
鱒

ド

悼
)
ー1
0

旨

一
(
目
レ

b

)
ー1
自

μ
(
博
琶

レ
)

u
冒

一
(
ご
悼
レ
)
H
旨

h
(
ド
ご

博
)
ー1
目

旨
汽

目
b

b
)
H
]≦
μ
(団
レ

レ
)
11
ー
ゆ

と

な

る
。

睡

と
脇

に
つ

い

て
も

同
様

で
あ

る
。

い
ま
競

技

者
2

と
3

が

連

合

し

て
ー

に
封

抗

し

た

と
す

る
。

競

技

者
1

は
勿

論

二

つ
の
方

略

が

あ

る
帥

ち
ー

を

出
す

か
2

を

出

す

か

の
。
蓮

合

{
ド

㊤◎
}

は

四

つ
の
方

略

が

あ

る
帥

ち

(
ど

H
)
(
ど

悼
)

(
憶
レ
)
(
ド

悼
)

の

い
す

れ

か

で
あ

る
。

そ

こ

で
決

職

は
次

の
行

列

の
下

に
行

わ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

J
.C
.C
.

マ
ッ
ク
キ

y
ぜ
イ

「
ゲ
ー
ム
の
理
論
序
説
」

一

(
目
・
H
)

二

。

・・

一

-
鱒

(
HH固

1δ

(
トの
℃

H
)

HH

(
ド

N
)

I
N

O

こ

の
表

に

よ
れ

ば

連

合

{
鱒

。。
}

は
最

適

方

略

と

し

て
、
(
ド
b
)

(
P

μ
)

を

と

る

こ
と

は
な

い
。

こ

の
行
列

を
解

く

こ
と

に

よ

つ

て

競

技

者
1

に
樹
す

る
ゲ

ー

ム
の
値

は
4

で

あ

る
。
帥

ち

く
(
官

}
)
11

ー
戸

..・

ぐ
(
{
ド

G㊤
}
)
H
H

と

な

る
。

同
様

に
し

て

く
(
{ゆ
}
)
目
く
(
み
●⇔
}
)
11

ー
目

く
(
{
ど

こゆ
}
)
11
〈
(
{
H
b
}
)
"
目

そ

の
上

三
人

ゲ

ー
ム

に
於

て
は

つ
ね

に

ぐ
(
」
)
"
<
(
{
ご

鱒

G㊤
})
H
O

な

る
を

以

て
、

こ

の
ゲ

ー

ム

の
特

性

函

敏

が

完

全

に
決
定

で

き

る
。

こ

の
場

合
特

性
函

敏

は
誘

導

形

に
於

け

る
も

の
で
あ

る
。

歴

史

的

及

び
文

献
的

註

`

本

章

に
述

べ
た

こ
と

は

く
o
芦

冤
①
嶺
B
聲

餐

と

旨

。
H
σq
。
昌
ψ
げΦ
円
旨

の
書

物

に
あ

る

。
S

同
値

の
完

全
な

研

究

は

竃
o

国
罫
盈
。
翼
(
H
㊤
巳

)

の
論
・文

に
見

出

さ
れ

る
。

第
十
六
章

n
人
ゲ
ー

ム
の
解
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商

學

詠

究

第
五
巻

第
四
號

一
、
節

馬

既

に
述

べ
た

よ
う

に
我

々
の
關

心

は
、

n
人

ゲ

ー

ム

に
お

い

て

如

何
な

る
連

合

が
作

ら

れ

や
す

い
傾

向

に
あ

る
か

、
ま

た

(片

側

支

佛

が
す

ま

さ
れ

た
後

に
)
各

競

技

者

が

如

何

程

支
梯

わ

れ

る

か

、

と

い
う
問

題

に
あ

る
。

各

競

技

者

へ

の

支

…梯
を

ベ

ク

ト

ル

(
図
♂

図
ミ

…

-
挙

)

で
表

わ
す
。

然

る

と

き

ゲ

ー

ム
は
零

和

な

る

コ

を

以

て

図

蟄

U

O

で

あ

る
。

さ

ら

に
各

々

の
ー

に

…劃

し

て

け
け

　

ロ

多

W

〈
(
{
亭
)

で
な
か

つ
た
な

ら

ば
解

は
存

在

し
な

い
。

と

い
う

の
は
各
人

は
人

と

協
力

し
な

い
と

き
最

小
限

度

く
(
{
一
}
)

を

得

る

が

、
自

分

の
利

得

が

こ
れ

以

下

に
な

る
と

分

れ

ば

他

と
協

力

し

て

こ
れ

以

上

に
し
た

い
と
企

策

す

る
か
ら

で
あ

る
。

ベ

ク

ト

ル
を

考

え

る

と

き

つ
ね

に

こ
の

二
條

件

が
成

立

し

て

い
る
も

の
と
す

る
。

定

義

=

ハ
、

一
、
特

性
函

数

v
を
有

す

る

n
人

ゲ

ー

ム

の
編

属

(
冒
も
ロ
言

試
o
づ
)

と
は

M
目
顔

11

0

(ヒ

ゆ
ほ

ロ
朗

W

<
(
{
一}
)

(聾

を
満
…足
す

る

ベ
ク

ト
ル

(
メ
一・…

…

矯
図
葛
)

を

い
う

。

注
意

一
六

、

二
、

こ

の
定

義

の
第

二

の
條

件

は
次

の
よ

う

に
強

化

で
き

る
。
帥

ち

T

が
N

の
或

部

分
集

合

な

ら
ば

M
U
島

W

く
(日
)

ぽ
ゆ
ヨ

な

り

と

。
然

し

こ

の
張

化
條

件

は
前

の
弱

い
條

件

よ

り
も

直

観

的

見

地

か

ら

は
明

瞭

で
は
な

い
。

と

い
う

の
は
連

合

す

れ

ば

確

か

に

右

の
式

は
成

立
す

る
が
、

喜

ん

で
互

に
加

入

し

て
い

る
か
ど

う
か

が
明

瞭

で

は

な

い
か

ら

で
あ

る
。

注
意

一
六
、

三

、
灘

屡

の
集

合

は

n
次

元

ユ
ー
ク

リ

。
ド
室
間

の
凸

部

分

集

合

を

な
す

。

そ

れ
故

ゲ

ー

ム

に

二

つ
の
異

な

る
飾

腸

が

あ
れ

ば

、

無
限

に
多

く
あ

る
こ
と

に
な

る
。

非
本

質

的

ゲ

ー

ム

は
唯

一
の
韓

屡

(
<
(
ε

ソ

…

-
・
(
官

}
)

を

有

す

る

し
、

芳

本

質

的

ゲ

ー

ム
は
無

限

に
多

く

の
節

屡

を

有
す

る
。

定
義

一
六

、

四

、
特

性
函

敏

が

v
な

る
ゲ

ー

ム

の
齢

屡

を

(
冤
一・

…

…
団
し

と

(
図
ご
…
・-
区
昌
)
と

し
、

T

を

競

技
者

の
部

分

集
合

と

す

る
。

そ

の
と

き

(
曳
裳
…

:
冒
し

が
T

に
關

し

て

(
図
裳
…

踊
し

よ
り
優

位
で

あ

る

(
動
o
営
冒

暮
$
)

と

い
う

の
は
次

の
條

件

が
満

足
す

る

と

き

で
あ

る
。

(
一
)

日

計

」

(
戸μ
)

〈
(日
)
W

閉

団
ゆ

お

ヨ

(
同μド)

饗

〉

多

(
T

の
す

べ

て

の
ー

に
封

し

て
)

そ

し

て
こ

れ

を
次

の
記
號

で
表

わ
す

。
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¢

『

:

同
冨
)

〉

(
爵

…

…

区
し

ら

ま
た

か
か

る
集
合
T
が
存
在
す

る
と
き
は
軍

に
優
位

で
あ

る
と

い

つ
て

(
団
ご
......同
5
)

〉

(
図
麟讐…
・:
図
し

と
表

わ
ず

。

注
意

=

ハ
、

五

、
優
位

關

係

の
性

質

を
調

べ

て
み

る
と

一
六

、

四

の
ω

に
よ

り
室

集

合

に
關

し

て

一
つ

の
蹄

屡

が
他

の
蹄

旛

よ

り

優

位

で

あ
る

と

い
う

こ
と

は
な

い
。

さ

ら

に

=

ハ
、

一
の
両

と

一

く

六
、

四
と

か
ら

一
つ

の
元

よ

り
な

る

集

合

に
關

し

て
或

露

腐

が

他

の
蹄

騰

よ
り
優

位

で
あ

る

こ
と
は

で
き

な

い
。

す

べ

て

の
競

技
者

の
集

合

に
關

し

て
も

同
様

で
あ

る
。

そ

れ
故

T

は
最

小
限

2

で
あ

り

、

多
く

と
も

β
ー
μ

で
あ

る
。

ラ

一
六

、
四

の
…m
に
よ

り

い
か
な

る
齢

馬

も

そ

れ
自

身

よ
り

優

位

く

で
は

あ
'り
得

な

い
。

ま

た

T
を
固

定

し

た

と

き
優
位

關

係

は
推

移

的

で
あ

る
。

そ

れ
故

優

位

關

係

は
準
順

序

で
あ

る
。

但

し
完

全
順

序

で

は
な

い
。

優
位

關
係
を

一
般

に
考

之
た

と

き
、
帥

ち
固
定

し

た

集

合

T

に

關

し

て

の
み
考

乏

る
と

い
う

こ
と

を

し
な

い
と
き

、

事
態

は
非
常

に
複

雑

に
な
る

。

そ

の
…場

合
そ

れ
自

身

よ
り

優

位

に
な

る

こ
と

は

な

い
が

、
推

移
的

で
な

く
な

る
。

二
、
解

の
定

義
J

・
C

・
C

・

マ
ッ
〃

キ

y
ぜ
イ

「
ゲ

ー

ム
の
理
論
序

説
」

さ
て
ゲ

ー
ム
の
實
際

の
勝
負
か
ら
如
何
な

る
蹄
爵

が
生
す

る
か

を
問
題
と

し
よ
う
。
蹄

薦

黛
"
(
蟄
凶㌦
:
ご

夢
む

は

縦
よ
り

優

位

で
あ
る
節
属

β
が
存
在

し
な

い
と
き
實
際

の
勝
負

に
於

て
實

現
さ

れ
る
。
そ
し
て

α
が
最
初
か
ら
分
れ
ぽ
誰

し
も

こ
れ
に
從
う
の
で

あ
る
が
、
不
幸

に
し

て
こ
れ
は
分
ら
な

い
。
し
か
も
如
何
な
る
編

屡

も
他

の
臨
屡

に
よ
つ
て
優

位
さ
れ

て
し
ま
う

こ
と
が
容
易

に
示

さ
れ
る
の
で
露
馬

を
見
出
す

問
題

は
厄
介

に
な

る
。

か
く
し

て
問
題

は
袋
小
路

に
入
り
我

々
は
た
だ
惑

う
ぼ
か
り

に

な
る
。
そ
れ
故

こ
」
で
は
話
を
戻

し
て
、
誘
導
形

に
お
け
る
本
質

的

三
人

ゲ

ー
ム
を
考

え
る
こ
と

に
し
よ
う
。

こ
の
場

合

に
は
三
つ

の
可
能
性
し
か
な

い
。
印

ち

二
人
が
連
合
す
る
と
し

て
も
そ
れ
は

三
通
り
し
か
な

い
。
競
技
者
1

と
2

と
が
連
合
す

る
と

き
、
そ
れ

に
は
尤

も
な

理
由
が
あ
る

の
で
あ
り
、
4

の
利
得
が
可
能

で
あ

る

か

ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
競

技
者
3

は
4

の
利
得

に
な

る
。
さ
ら

に
ゲ

ー
ム
が
完
全

に
封
稻

の
と
き

(
帥

ち
競
技
者
1

と
2
が

一
方

だ
け
よ
け
い
に
有
利

と
い
う

こ
と
は
な

い
)

に
は
、
獲

物
を
等
し

く
分

け
あ
う
。
そ
れ
故
1

と
2

と
が
協

力
し
た

と
き
蹄
属

は

(
十
Ψ

十
Ψ

ー
H
)
と
な
る
。
2
と
、3

及
び
ー

と
3

が
蓮
合

し
た

と
き
も
同
様

で
あ

る
。
そ
れ
故

三

つ
の
臨
薦

の
集

合

が

得

ら

れ

る

。
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

〉

ロ
{
(
騨

騨

l
H
)
"

(
騨

ー
μ
詠

y

(
ー
ポ

畔
海

)
}

こ

の
集

合

に
於

て
は

一
つ

の
餓

囑

が
他

の
も

の
よ

り
優

位

で
は

な

い
。

さ
ら

に
叉

こ
れ
以

外

の
瞬

属

は

A

の
少

く

と
も

一
つ

に
よ

つ

て
優

位

さ
れ

て
し

ま
う

こ

と
が

示

さ
れ

る
。

か

か

る

二

性
質

を

有

す

る
A

を
解

と
名

付

け

る

の
で
あ

る
。

定

義

一
六
、

六
。

n
人

ゲ

ー

ム

の
鰯

薦

の
集

合

A

が

次

の
二
條

件

を
満

足

す

る

と
き
解

(
。。
o
冒
菖
o
岸
)

と

い
う

。

Gり

A

の
各

々
は
他

の
も

の
よ

り
優

位

で
は
な

い
。

鋤

A

に
入

ら

な

い
す

べ

て

の
錦

属

は
A

の
或

元

に
よ

つ

て
優

位

さ
れ

る

。

注
意

一
六
、

七
、

こ

の
解

の
定

義

は

二
人

ゲ

ー

ム

の
と

き

と
全

く

様

子
が

異

な

る
。

解

は

た

だ

勝
負

の
絡

り

に
獲
物

が
分

け
ら

れ

る
可

能

な

方

法

の
集

合

を
興

え
る

に
過

ぎ

な

い
。

す

べ
て

の
三
人

ゲ

ー

ム
と

四
入

ゲ

ー

ム
に

は

解

が

あ

る

こ

と

は
知

ら

れ

て
い
る

が

、
す

べ

て

の
五
人

ゲ

ー

ム
に
解

が

あ
る

こ
と

は
ま

だ

知

ら
れ

て

お

ら

な

い
。

三

、
同

型

ゲ

ー

ム

定

義

】
六
、

八
、

二

つ

の

n
人

ゲ

ー

ム

v
と

ザ

と

が

同

型

(
δ
o
冨
o
円
娼
ぼ
o
)

で
あ

る
と

い
う

の
は

攻

の
場

合

で
あ

る
。

帥

ち

v
の
臨
薦

と
ヅ

の
露

驕

の
間

に

次

の

よ

う

な

一
封

一
の

樹

鷹

t

が
あ

る
。

α
と
β
が

v
の
齢
屡

で
、
〆
と
研

と
が
炉

の
餓
薦

の
と
き

、

α
工

㎡

、

β
↑
十
V
ダ

な

ら

ぱ

,
競

技

者

の
す

べ

て

の
部
分

集
合
丁

に
樹
し

て
、

黛
〉
旬

に
な

る
の
は

衆
〉
蔑

に
な

　

ヨ

る
と
き

で
あ
り
か

つ
こ
の
と
き

に
限

る
。

同
型
關
係
は
反
射
的
'
甥
稻
的
、
推
移
的

で
あ
る
。

定

理

一
六

、
九
、

ゲ

ー

ム

v
と

ザ

と

が
£

の
下

に
同

型

で
A

を

v
の
解

と

し
、

舟

を

A

の
或

る

α
に

封

し

て

α
‡

㎡

な

る

副

の
す

べ

て

の
蹄

島

の
集

合

と
す

れ

ば

、

〃

は

ゲ

の
解

で
あ

る
。

定

理

=

ハ
、

一
〇

、

v
と

ゼ

と

は
常

敏

k

と

2
　
噸・…

-
勲
コ
に
關

し

て
S

同

値

と

す

。

v
の
鶴

屡

を

(
図
一
㌔
…

-
図
=
)

と

し

(
図
　
噂
.
.
.
.
.
.
℃

図

=
)
↑

(
犀
図
　
十

避

"
…

・
:

堕

犀
夢

十

蟄

し

と
す

れ

ば
、

關

係

↑
↓

・は

v
と
W

と

の
同

型

を

つ
く

る
。

こ

の
定

理

は
S

同

型

が

同

型

の
十
分
條

件

な

る

こ
と

を
示

し

て

い
る
。

そ

れ

が
必

要
條

件
な

る

こ
と

も
誰

明

さ
れ

る
が
、

こ

こ
に

省

く

。

系

一
六
、

=

一、
誘

導
形

に
お

け

る
す

べ
て

の
ゲ

ー

ム
が
解

を

有

す

る
と

き

、
す

べ

て
一の
ゲ

ー

ム
は
解

を

有
す

る
。

注

意

=

ハ
、

=

二
、

こ

の
系

に
よ

り
誘

導
形

に
お

け

る
ゲ

ー

ム

が

解
を

有
す

る

こ
と
を
謹

明

す
れ

ば

十
分

で
あ

る
。
誘

導
形

に
お

け

る
本

質

的

ゲ

ー

ム
が
解

を
有

す

る

こ
と

を
誰

明
す

れ
ば

万

事
絡

り

で
あ

る
が

、

こ
れ
が

困

難

な

問

題

で
あ

る
。

三
人

ゲ

ー

ム
の
場

合

は
可

能

で
あ

る
。
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注
意

一
六
、
一
四

、
解

の
定
義

に
要
求

さ
る
べ
き
も

の
と
し

て
、

そ

の

一
意

性
が
あ
る
が
、

ノ
イ

マ
ン
は

こ
れ

に
同
意

し
な
い
で
次

の
よ
う
に
主
張
す

る
。
解

は
軍

に
就
會
的

に
受

け
入
ら

れ
る
行
動

の
標
準
を
示
す

も

の
で
あ
り
、
從

つ
て
計
　會
の
可
能
な
安
定
組
織

2x3)

X,>0

よ 、=0

、L,〈0

/
 
o
レ卜

0

贈

。

＼

騰

凹嗣

m

に
は

、

ユ
ー

ク

リ

ヅ
ド
準
面

に
新
座

標

系

を
導

入
す

る
こ
と

が

便

J

・
C

・
C

・

に
劉
慮

す

る
幾

通

り
も

の
解
が
あ
り

得
る
と
。

三
人

ゲ

ー
ム
の
す

べ
て
の

解
を
見
出
す

問
題

を
解

い
た
後

に
こ

の
黙

に
關
す

る
彼

の
立
場

を
幾
分

で

も
明
ら

か
に
す

る

こ
と
が
出
來
る
。

四
、
三
人

ゲ

ー
ー

ム

誘
導
形

に
お
け

る
本

質
的

三
人

ゲ

ー
ム
の
す

べ
て
の

解
を
見
出
す

た
め

マ
ッ
〃
キ

y
ゼ
イ

「
ゲ

ー

ム
の
理
論
序

説
」

宜

で
あ

る
。

一
窯

に
於

て
交

わ

る
三

直

線

で
互

に
六
十
度

の
角

を
な

し

て

い

る
も

の
を
座

標
軸

と

し

て
と

り
、

黙

の
座

標

と

は

こ
れ

ら

の
モ
直

線

か

ら

の
距

離

を
意

味

す

る
も

の
と
す

る
。

そ

の
際

正

負

は

直

線

を
境

と

し

て
第

一
圖

の
よ

う

に
定

め

る
。

ユ
ー
ク
リ

。
ド

不

面

の
窯

は

二

つ

の
座

標

に
よ

つ

て

の
み

定

ま

る

の
で
、

こ

の
三

つ
は
互

に
猫
立

で
あ

る
と

は
期

待

で

き
な

い
。

實

際
容

易

に
分

る

こ
と

で
あ

る
が

、
各

貼

(
図
ど
図
堅o噸
図
G◎
)

に
封

し

て

図
μ
十

図
卜9
十

図
こ・
11

0

で
あ
る
。
逆

に
そ

の
和
が
0

に
な
る
三
敏

が
あ
れ
ば
そ
れ
を
座
標

と
す

る
勢
が
存
在
す

る
。
か
く
し

て
三
人

ゲ

ー
ム
の
錦
島

に
蜀
す

る

一
つ

の
條

件
を
満

足
す

る
座
標
系

が
得
ら
れ
た

こ
と

に
な
る
。

他

の
條
件
と

し
て
は
、
蹄
屡

に
封
懸
す

る
貼

は
第

二
圖

の
影

の
つ

い
た
三
角
形
内

に
入
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
影

の
つ

い

た

範

園

を

基

本

三

角

形

(
含

昌
曾

目
o
馨
巴

芽
智
昌
σQ
冨
)

と

い
う
。

こ
れ
は
ゲ

ー
ム
に
封
す

る
す

べ
て
の
館
馬

を
表
わ
す
。

さ
て
優
位
關
係

の
幾
何
學
的
表

示
を
読

明
し
よ
う
。
室
集
合
、

=
兀
集
合
、
又
は
全
競
技
者

に
關
し

て
は

一
つ
の
餓
屡

は
他

の
蹄

屡

よ
り
優
位

で
は
な

い
か
ら
、

三
人

ゲ
ー

ム
の
場

合

に
は
二
元
集

569



ノ

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

合

に
關
す
る
優
位
だ
け
を
考

え
る
と
よ

い
。

囎

=o

て1エ0

司

一

ニ酋

〆
/

/

/

・
/

/

/
/
乙

(
図
ご
劉
悼
り
図
qO
)

を

蹄

屡

と

す

れ

ば

図
ド
十

図
㈹
肱

く
(
窟

b

}
)

図
　
十

図
舗
い

く
(
{
ど

G㊤
}
)

図
卜。
十

図
四
杁

ぐ
(
{
や

㊤㊤
}
)ラ

と

な

る

。

そ

れ

故

一
六

、

四

の
価

は

一

〉 レへ

ζ//'//'
4

 

ご
兀
集
合
T

に
よ

つ
て
つ
ね

に
満

足

さ

れ

て

い

る

。
從

つ

て
脇

属

貧

y

図
鱒
噌
図
。・
)
が

(
鴇
蔓

悼
菊

G・
)

よ

り

優

位

で
あ

る

の

は

図
印
〉

団
　

×
鳴
〉

曳
鳩

又

は

屡

〉

ざ

屠
。。
〉

寄

文

は

図
軸。
〉

寄

夢

〉

寄

の
と

き

で

あ

り

こ

の

と

き

に
限

る

。

以

上

に

よ

り

第

三

圖

の
瞬

囑

(
M【μ
嘘
)【悼
噂
)n
◎◎
)

は

影

の

つ

い

た

範

)

㌧～

に～

1三

 

園

に

入

る
蹄

馬

よ

り

優

位

に
あ

る

(
黙

(
図
ゴ
図
b・
"
図
。・
)

を

通

る
境

570
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界
線
は
範
園

に
入
ら
な

い
)
。

さ
ら
に
影

の
な

い
範

園

に
あ

る
す

べ
て

の
黙

は
節
屡

(
図
ゴ
図
炉

図
壷・
)

よ
り
優
位

に
あ
る
蹄
罵
を
表
わ
す
。

・

そ
れ
故

二
つ
の
脇
馬

が
あ

つ
て
、
互

に
優
位
で
な

い
と
き
は
、

封
憲

す
る
黙

は
座

標
軸

の

一
つ
に
卒
行
な

る
線

の
上

に
あ
る
。

次

に
す

べ
て

の
解

を
決
定

し
よ
う
。

ゲ

ー
ム
は
本
質

的
な

る
を

以

て

一
六
、

五
に
よ
り
、
す

べ
て
の
解

A

は
少
く
と
も

二
つ
の
露

屡

を
も

つ
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

さ
ら
に
A

の
ど

の
二

つ
も

座
標
軸
に
卒
行
な
線
上

に
あ
る
。

こ
」
で
す

べ
て
の
黙
が
同

一
直
線
上

に
あ
る
か
な

い
か

に
よ

つ

て
匠
別

す

る
と
、
A

の
す

べ
て
の
瓢
が
同
じ
線
上
に
な

い
と
す
れ

ば
吹

の
解
が
得

ら
れ

る
。

b
"
{
(
壁

㌣

ム

)

(
畔

ー
ポ
卵
)

(
(
1
ご

Ψ

卵
)
}

こ

れ

は
既

に
得

ら

れ

た

も

の
で
あ

る
。

同

一
直

線

上

に
あ

る

と
す

れ

ば

、
次

の
條

件

の
ど

れ

か

㎝
っ
を

満

足

し

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
。

・ω

A

は

(
P

図
ご

図
。・
)
な

る
蹄

屡

か

ら
な

る
。

と

こ

に
C

は

一
定

で

ー
μ
肱
O
〈
騨

な

り

。

…叫

A

は
(
病
♂
ρ

"図
。。
)
な

る
蹄
島

か

ら
な

る
。
こ

こ

に
C

は

一

(

定

で

ー
H
帆
O
〈
嘲

な

り
。

働

A

は

(
図
ご

図
ご

O
)

な

る
鷲

か
ら
な

る

・

こ

こ
に
c

J

・
C

・
C

・

マ
ッ
ク

キ

ン

ゼ
イ

「
ゲ

ー

ム

の
理
論

序

説

」

は

一
定

で

1
恰

O
〈
卵

な

り
。

注
意

=

ハ
、

一
五
、

基
本

三
角
形

の
す

べ

て

の
貼

が
少

く

と
も

描

か

れ

た
集

合

の

一
つ
に
入

る

の

で
、
す

べ

て

の
露
島

は

少

く

と

も

一
つ

の
解

に
蜀

慮

す

る
コ
そ

れ

故

可
能

な

露

屡

が
除

外

さ

れ

て

お

ら

な

い
。

さ
き

に
述

べ
た

ノ
イ

マ

ン
の
見

解

は

こ
れ
を

意

味
す

る
。
帥

ち

種

々
の
解

は

肚

会

行

動

の

種

々

の
標
準

を

添
す

と

い
う

の
で
あ

る
。

三
人

ゲ

ー

ム

の
場

合

に
彼

は
唯

一
の
有
限

解

を
無

差

別

解

と

よ

び

、

そ

の
他

の
も

の
を
差

別

あ
る
解

と

よ

ん
だ

。

三
人

ゲ

ー

ム
に
關

す

る
知

識

が
得

ら
れ

た

か
ら

と

い

つ
て

=
暦

園

滑

に

一
暦

利

釜

を
得

る
よ

う

に
勝

負

が

出
來

る

と

は
思

わ

れ

な

い
。

こ
と

に
相

手

の
二
人

が
何

に
も
知

ら

な

い
と
き

は
殊

更

で
あ

る
。

こ

れ

が

n
人

ゲ

ー

ム
が
完

全

に
満

足
す

べ
き
形

で
解

決

さ

れ

て
お
ら

な

い
と
考

え

ら

れ

る
所

以

で
る

。

歴
史

的

及

び
文

献

的

註

n
人

ゲ

ー

ム

の
取
扱

い
は

2
①
巳
昌
暫
β
ロ
と

嵐

o
同
讐

塁

言
目
旨

の

書

物

に
あ

る
。

又

翼
塑
。Ω
げ

(
H
O
恢
O
)

の
論

文

も

あ

る
が

、

極

最
近

の
も

の
と

し

て
は

国
o
露

(μ
O
駅
QQ
y

砿
冨

覧

o
同
(
μ
㊤
駅
Q㊤
)

の
論

文

が

あ

る

。

」

第

十

七

章

零

和

制

限

の

な

い
グ

ー

ム

ー

ノ
イ

マ
ン

・
モ
ル
ゲ

ン
シ

ュ
テ
ル

ン
の
理
論
i

571
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

一
、
特

性
函

敏

こ
れ
ま

で
は
零

和
ゲ

ー
ム
に
就

て
考

え
た
が
、
室

内
遊
戯

の
大

部
分

は
こ
れ
で
あ

る
。

し
か
し
第

一
章

に
於

て
注
意

し
た
よ
う

に

零

和
で
な

い
ゲ

ー
ム
は
経
濟
理
論

へ
の
磨

用
の
見
地
か
ら
は
非
常

に
重

要
で
あ

る
。
例

え
ば
勢
働
組
合
と
産
業
會
砒

と

の
相

互
作
用

を
考

え
る
と
、
或

行
爲

(
例

え
ば
契
約

の
承
任
)
は
爾
方

に
利
釜

で
あ
る
が
、
或
行
爲

(
例

え
ば
工
場
を
閉
鎖

し
て
し
ま
う

ス
ト
ラ

イ
キ
)
は
雨
方
を
傷
づ

け
る
、
勿
論
爾
方

に
同
じ
程
度

で
は
な

い

が
。
そ
れ
故
祉
會
科
學
が
嚢
展
す

る
限

り
零
和
な
ら
ざ

る
ゲ
ー

ム

理
論
は
非
常

に
重
要
な
地
位
を
し

め
る
。

本

章

で
は
零
和

で
な

い
ゲ

ー
ム
を
研
究
す
る
。

し
か
し
零

和

の

場

合
を
除
外

し
よ
う
と
す

る
の
で
は
な

い
か
ら

「
一
般

ゲ
ー

ム
」

と
い
う

と
き
爾
方
を
含
む
も

の
と
す

る
。

叉
誤

解
が
な

け
れ
ば
軍

に

「
ゲ
ー

ム
」
と
呼
ぷ
こ
と

に
す

る
。

肚
會
科
學

に
於

け
る

一
般

ゲ

ー
ム
が
非
常

に
重
要

で
あ
る

に
も

か
か
わ
ら
す
、
不
幸

に
も
そ

の
ゲ

ー
ム
を
十
分
理
由

の
あ
る
満

足

し
た
形

で
取
扱

う

こ
と
が
出

來
な

い
場

合

が
あ

る
こ
と
を
断

つ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た

こ
の
方
面

に
お
け
る
種

々
の
理
論
を

完
全

に
述

べ
よ
う
と
す

る
も

の
で
も
な

い
。
唯

ノ
イ

マ
ン
と

モ
ル

ゲ

ン
シ

ュ
テ
ル

ン
の
理
論

の
簡
軍
な
描
爲
を
行

う
だ

け
で
あ

る
。

一
般

ゲ
ー
ム
を
考
え
る
場

合

に
先
・ず
矩
形
ゲ
ー

ム
だ
け
を
考

え

る
と

よ

い
。

と

い
う

の
は
、

方

略

の
概

念

の
導

入

に
よ

る
と

、

す

べ

て

の

一
般

ゲ

ー

ム
を

矩
形

に

お
け

る

一
般

ゲ

ー

ム
に
導

く

こ
と

が
出

來

る
か
ら

で
あ

る
。

か
く

し

て
競

技

.者

仁

…
:
β
}

を

有

す

る

一
般

n
入

ゲ

ー

ム

は

、

n
個

の
選
鐸

集

合

{
O
ご

…
…

ρ
・}

と

n
個

の
利

得

函

敏

{旨

ご

…
:
ゼ

崔
ヨ
}

が

與

え
ら

れ
た

と
き
完

全

に
定

ま

る

。
ゲ

ー

ム
の
勝

負

は
次

の
よ

う

に
行

わ

れ

る
。
競

技

者
i

(
一
睦
ど

:
:
・
・昌
)

が
集

合
q
、
か
ら
元

恥
を

選

ん

で
審
判

者

に
知

ら

せ

る
。
全

部

の
選

揮

が

す

ん
だ

と
き
、

審
判

者

は
競

技
者

i

に

冒
二

国
討
.:
:
・
図
昌
)

を

支
佛

う

。
集

合
儀

の
各

々
が

有
限

な

る
と

き

、
ゲ

ー

ム
を
有

限

と

い
う
。

(
迷
り…

・-
×
む

が
集

合
儀

…
…
C
h
の

カ
ル

テ

シ
ア

ン
積

ビ

ρ

×

…

-
×
O
昌

に

属

す

る

と

き

つ

ね

に

図

超

(
図
一
》...魑.
,
℃
図
旨
)

め
り

ら

リ

ロ
O

な

ら

ぱ

、

ゲ

ー

ム
は
零
和

で
あ

る
。

そ

れ

故
今

後

は

右

の
等

式

を

必
す

し

も
仮

定

し

な

い
。

ま

た

一
般

a
人

ゲ
ー

ム
を
或

特

殊
な

昌
十
目

入

ゲ

ー

ム
と
み
な

す

こ
と

が
出

來

る
。

そ

れ

に
は

O
孕

　
を

任
意

に
と

つ

て
、
嵐
旱

μ

を

O
　
×
・

・

×
O
。

の
元

(
図
μ
:
…
・図
冨
)

に
封

し

て

ゴ

竃

旱

一
曾

】
噂
…

…

鴇

図
=

)
11

1

M

自

伸

(
さ

㌦
:

:

"
望

)

ら
い
ら

と

と
れ

ば

よ

い
。

か
く

す

る

こ
と

に
よ

つ

て
こ

の
新

し

い
ゲ

ー

ム

、は
零

和

に
も

な

る
。

勿

論

そ

れ
故

に

一
般

ゲ

ー

ム
は

つ
ね

に
零

和

ゲ

ー

ム
の
理
論

に

572
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導

け
る
と
結
論
す

べ
き

で
は
な

い
。

と

い
う

の
は

右

に
述

べ
た

(
旨
十
昌
)
人

ゲ
ー
ム
は
特
殊

の
性
質
を
有

し
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

先
す
利
得
函

敏

の
値

は
競

技
者

昌
+
H
に
よ

つ
て
な
さ
れ

る
選
揮

と
は
猫
立

で
あ
る
し
、
更

に
重
嬰
な

こ
と

に
は
競

技
者

β
十
目

は

も
と

の
ゲ
!

ム
に
關
す

る
限

り
敏
學
的
虚

構

で
あ
る
か
ら
、
蓮
合

に
入

つ
た
り
片

側
支
佛

を
し
た

り
す

る
と
は
考

え
ら
れ
な

い
。
併

し

こ
の
彊
張

は
あ

る
形
式

的
な
有
利

を
も

つ
て
い
る
。

ア
を

一
般

n
人

ゲ
!

ム
と

し
、
乃
を
右

に
述

べ
た
損
張

で
の
零

和

昌
+
目
人

ゲ

ー
ム
と
す
る
。

+
五
章

の
結
果
か
ら
π

は
特

性
函

数

v
を
有
す

る
。
帥

ち
そ
れ
は
π

の
競
技
者

の
集
合

2
旱
μ
ー1
{
ど

…
…

"
β
り
β
十
目
}
の
す

べ
て
の
部
分
集
合

ぐ
(
日
)

の
上

に
定
義

さ
れ
た
實

数
値
函
勲

で
、
T

の
連
合

に
入

つ
た
な

ら
ば
獲
得
が
期

待

さ
れ

る
額
を
表
わ
す
。

こ
の
函
数

v
は
も

と

の
ゲ
ー

ム
の
競
技

者

の
集
合

属
・
H
官

鴇
:
…
ご
昌
}
と

装
嵩
の
部
分
集
合
T

に
饗
し

て
も
定
義

さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の

く
(
日
)
は
そ

の
場
合

に
お

け

る
T

の
連

合
を
作

つ
た
と
き
獲
得
が
期
待

さ

れ

る
額

を

も

表

わ

す
。
そ

れ
故

v
を

(
男
昌
の
部
分
集
合

に
限

つ
た
と

き
)
も
と

の
ゲ

ー

ム
の
特
性
函
緻

と

い
う
。

容
易

に
分

る
こ
と
で
あ

る
が
、
r

が
既

に
零
和
な
ら
ば
右

に
述

べ
た
r

の
特

性
函
敏

は
十
五
章

に
定
義

し
た
特

性
函

敏

と

一
致
す

る
。
か
く
新

し

い
定
義

は
古

い
も

の
と
矛
盾

し
な

い
し
、
零
和

で

J

・
C

・
C

・

マ

ッ
ク

キ

y
ゼ

イ

「
ゲ

ー

ム

の
理

論

序

説

」

あ

ろ
う

と
な

か
ろ

う

と
問

題

な

し

に
、

ゲ

ー

ム
の
特

性

函

敏

と
し

て

一
般

に
用

い
る

こ
と

が

で
き

る
。

定

理

一
七
、

一
、
競

技
者

が

翼
=
ロ
{
ど

…
…

u
昌
}
で

あ

る
二

般

)

ゲ

ー

ム

の
特

性
函

敏

を

v
と

す

れ

ば

(

一
)

<
(
」
)

11
0

(
同戸
)

男
と
日
と

が

多
'

の
互

に
排

反

し
た
部

分
集

合

な

ら

ば

く
(
剴
⊂
日
)
W
ぐ
(
加
)
十
く
(
日
)

で
あ

る
。

更

に

v
が
凡

の
す

べ
て

の
部

分

集

合

族

の
上

に
定

義

さ
れ

て
dリ

ラ

及

び
伍

を
満

足
す

る

な
ら

ば

、

v
を
特

性
函

敷

と

す

る

(

一
般

)

ゲ

ー

ム
ー,

が
存

在

す

る

。

定

義

一
七

、

二
、

(
一
般

n
人

ゲ

ー

ム

に
劉

す

る
)

二

つ

の

n

人

特

性
函

数

v
と
ザ

と

が
S

同

値

で
あ

る

と

い
う

の
は

、
男
=
の

す

べ
て

の
部

分
集

合

T

に
甥

し

て

く
(日
)
11
犀
。
<
、
(
日
)
十

叱

欝

け
げ
ら

を
満
…足
す

る
正
常

数

k

と

n
及

び

蟄
『
:
…

"
鉾
=
が

存

在

す

る

こ

と

で
あ

る
。

注
意

一
七

、
三

、

零

和

の
制

限

を

去

つ

て

い
る

の

で
S
同

値

の

定

義

も

零

和

の
制
限

が

入

つ
て

お

ら
な

い
。

そ

れ
故
定

義

一
七

、

二
は

…
五

、

五

よ
り

も
廣

く

な

っ

て

い

る
。

實
際

新

し

い
定

義

に

よ
れ
ば

零

和

ゲ

ー

ム
は
常

激

和

(
O
O
b
諏
酔
夢
一P
げ
ー切od
「冨
)
ゲ

ー

ム

に
S
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第
五
巻

第
四
號

同
値

と

い
う

こ
と

に
な

る

。
常

敏

和

ゲ

ー

ム
と
は
特

性
函

数

が

く
(
日
)
十
く
(諸

r
I
円
)
"
<
(
頃
嵩
)

を

満

足
す

る

ゲ
ー

ム
を

い
う
。

今

後

S

同

値

は

一
七

、

二

の
意

味

で
用

い
る

こ
と

に
す

る

。

一
五
、

八

の
誘

導
形

の
定

義

と

一
致

す

る
も

の
、

定

理

一
五

、

一
二
と
同

檬

の
定

理
が

得

ら
れ

る
が

こ

こ

に
は
省

く

。
本

質

的

、

非
本

質

的

に

つ

い
て
も

ま

た

同

じ
。

二
、
饒

屡

と
解

定

義

一
七

、

六
、
特

性
函

撒

が

v
で
あ

る

一
般

ゲ

ー

ム

の
飼
属

と

は
次

の

二
條

件

を
満

足
す

る

ベ
ク

ト

ル

(
囲
『

:
:
ご

卸
')

で
あ

る

。

(
一
)

呼

望

皿

く
(
{
μ
℃
.…

三

}
)

一
11

【

(
躍
)

メ
一
W

<
(
{
一
}
)

一
H
ご

…
・ご

昌

注
意

一
七

、

七

、

こ

の
定
義

は
零

和

の
と

き

一
六
、

一
と

一
致

す

る
。

優
位

の
概

念

は
十

六
章

に
お

け

る
も

の
を
適

當

に
改
攣

す

れ

ば

よ

い
、
S

同

型

で
あ

る
ゲ

ー

ム
は

優

位

に
關

し

て
同

型

で
あ

る
か

ら

、

今
後

は

ゲ

ー

ム
の
誘
導

形

の
み

を

考

え
る

と

よ

い
こ
と

に
な

る
。解

の
概

念

を

明
ら

か

に
す

る
た

め

に
、
誘

導

形

に
お

け

る

二
人

ゲ
ー

ム
の
す

べ

て

の
解

を
見

出

そ

う

。

v
を

特

性
函

数

と
す

れ

ば

く
(
日
)
"
O

T

が
0

元

を
含

む

と

き

〈
(
日
)
ロ
図

丁

が
1

元

を
含

む

と

き

ぐ
(
日
)
11
0

T

が
2

元

を
含

む

と

き

そ

れ

故

γ
が
與

え

ら
れ

れ
ば

特

性

函

数

は

完

全

に
定

ま
り

、

『
H
O

叉

は

ー
μ

に
臨

じ

て
二

つ

の
場

合

だ

け

を
匿

別
す

れ

ば

よ

い

。『
"
O

の
と

き

v
は
恒

等
的

に
0

で
あ

り

、
ゲ

ー

ム
は
非
本

質

的

で
あ

る
。

こ

の
場

合

に
は
唯

一
つ

の
餓
屡

(
9

0
)

が
あ

り

、
こ

の

館
屡

か
ら

な

る
集
合

は
解

で
あ

り

、

勿

論

唯

一
つ

の
可

能

な
解

で

あ

る

。

『
"

ー
H
な

ら

ば
無

限

に
多
く

の
館

屡

が

あ

る

。
帥

ち

1
目
肱
図
ご

ー
H
肱

図
博
及

び

図
一
十

浮

11

0
な

る
す

べ

て

の
組

(
ど
"
図
団
)

の
集

合

が

あ

る

。
そ

れ
故

臨

馬

は

ー
H
肱
図
肱
昌
を
満

足
す

る

、
順

序

づ

け
ら

れ

た

組

(
図
"
1
図
)
で

あ
る
。

節

属

は
互

に
優
位

で
は
な

い

の

.
で
、
競

技
者

の
櫨

々

の
可

能

な

集

合

を

考

え

る

こ
と

に
よ

つ

て
得

ら

れ

る

。

も

し

も

(
♂

1
目
)

〉

(
ざ

ー
団
)

{
こ

な

ら

ば

賓
く
図
肱
ぐ
(
{
H
}
)

な

る

を

以

て

槻
ハ
ぐ
(
{
μ
}
)
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P

O

ユ53

と
な

る

。

こ
れ

は

(
ざ

ー
同
)
が
錦

罵

で

あ
る
仮

読

に
反

す

る

。

そ
れ
故

す

べ

て

の
瞬

屡

の
集

合

は
ま

た
解

で
あ

り

、

そ

れ

は
明
ら

か

に
唯

一
の
解

で

あ

る
。

從

て
誘
導

形

で
な

い
本
質

的
2

人

(
一
般
)

ゲ
ー

ム
の
解

は
、

次

の
條

件

を
満

足
す

る
す

べ

て

の
組

(
呂
ご

匿
魯。
)

で
あ

る
。

メ

{
ご

)
肱
督

く
(
富

})
肱
だ

図
μ
+

図
心。
H

く
(
{
滑

博
}
)

こ

の
結

果

を

読

明

す

れ

ば

、
非

零

和
2

人

ゲ

ー

ム
を
勝

負

す

る

る

2

人

は

次

の
よ

う

に
す

べ
き

(
又

は
軍

に
、
な

す

)

で
あ

る
。
帥

ち
彼
等

は
牧

礁

の
和

を
極

大

な

ら

し

め
、

こ
れ
を

2

人

の
間

で
次

の
よ

う

に
分

け
合

う

方

法

を

見

出

そ

う

と
す

る
。

分

け
合

う

に

は
、
各

自

は
少

く

と
も

「
自

分

丈

で

」
.し
た

分

は
得

よ

う

と
し

、

他

に
樹

し

て

は
出

來

る

だ
け

妨
害

し

よ
う

と
す

る
。

こ

の
最
後

の

條

件

か
ら

、

利

得

を

分

け

合

う

方

法

が

示

さ
れ

な

い

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

例

一
七

、

八

、
2

人

ゲ

ー

ム
で
、

各
競

技

者

に
封

し

て
そ

れ
ぞ

れ

二

つ

の
方

略

が

あ

り

、
利

得
行
列

は
そ

れ
ぞ

れ

(

目

ー
団

1
H

H
)

(
酬

量
剛
)

と

す

る

。

J

.
C

.
C

マ

ッ
ク

キ

y
セ

ィ

「
ゲ

ー

ム
の

理

論

序

鏡

」

非

零

和
3

人

ゲ
ー

ム

の
す

べ

て

の
解

を
見

出
す

こ

と

は
可

能

で

あ

る
。

こ
れ

は
本

質

的

に
は
何

に
も

困

難

な

こ
と
は

な

い
が

こ
こ

に
は
省

く

。
唯

ノ

イ

マ

ン
の
理
論

の
基
本

仮

定

の

】
つ

に
就

て
批

判

し

て
お

こ
う
。

ノ
イ

マ

ン
の
理

論

は
特

性
概

念

の
上

に
築

か

れ

て

い
る

の

で
、

二

つ

の
ゲ

ー

ム
が
同

じ
特

性
函

敷

を
有

す

る
と

き
同

じ

解

を
有

す

る

こ
と

に
な

る

が
、

こ
れ

は

一
寸
直

観

的

に
受

入

れ
難

い
、
そ

の

例

を
述

べ

て
お

こ
う

。

例

}
七

、

九

、
矩

形

2

人

ゲ

ー

ム
を
考

亮
る
。

第

一
競

技
者

は

】
つ

の

(
純

粋

)
方

略

を
有

し
、

第

二
競

技
者

は

二

つ

の
方

略

を

有
す

る
。

利

得

行

列

は

次

の
通

り

で
あ

る

。

(
9

μ
O
)

(
i
困
O
O
P

O
)

歴
史

的

文

献
的

註

-

本

章

で
述

べ
た

こ

と
は
大

部

分

ノ
イ

マ

ン

・
モ
ル

ゲ

ン

シ

ュ
テ

ル

ン
の
書

物
第

五

、

六
章

か
ら

と

つ
た

も

の

で
あ

る
。

第
十
八
章

若
干
の
未
解
決
の
問
題

一
、
問
頴
…の
二

つ
の
型

ゲ

ー
ム
理
論

に
お
け
る
未
解

決

の
問
題

は
敏

多
く
あ

る
が
、
未

解
決

と

い
つ
て
も
他

の
敏
學

の
難
問

の
よ
う

に
、
明
確

に
そ

の
難

黙
を
述

べ
る
こ
と
が
容

易

で
は
な

い
。
先
す

「
概
念
的
」

に
困
難
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第
五
管

第
四
號

な
問
題
が
あ

る
。
と

い
う

の
は
、
敏
學

理
論

の
如
何
な

る
形
式
的

損
張
が
實
際

の
慮

用
に
際

し

て
有
用

と
思

わ
れ
る
か
、
叉
實
際
問

題

に
磨

用
す

る
た
め
に
現
存
す
る

理
論

の
如
何

な
る
修
正
が
必
要

で
あ

る
か
と

い
う
問
題
が
起

る
。
帥

ち
合
理
的
行
動

と
衝
突

し
な

が

ら
、
實
際

問
題
に
道

具
と
し

て
適

用
す
る

の
に
如

何
な
る
敏
學

が
最
適

で
あ
る
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
か
く

の
如

く
概

念
的
問

題

と
は

、
既

に
認

め
ら
れ
た
理
論

の
中

に
或
定

理
が
打
建

て
ら

れ

る
と

い
う

こ
と
よ
り
も
、
ゲ

ー

ム
理
論

が
如
何
な

る
種
類

の
科
學

の
上

に
築

か
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
か
と

い
う
問
題
な

の
で
あ
る
。

こ
の
概

念

的

問

題

に
封

し
て
通
常

の

「
技
術
的

」
問
題
が

あ

る
。
本
章

に
お

い
て
取
扱
う
三
大
重
要
問
題
は

こ
の
二

つ
を
含

ん

で
い
る
。
第

一
は
部
分
的

に
は
技
術
的

で
あ

る
が
、
第

二
と
第
三

ゆ

は
大
部
分
概
念
的

で
あ

る
。

二
、
函

敬
室
間

の
上

の
ゲ
ー

ム

第

七
章

で
無
限
ゲ
ー

ム
の
こ
と
を
述

べ
た
が
、
そ

の
際
連
績

ゲ

ー
ム
の
特
別

の
場

合
で
あ
る
閉
恒

間
を
取
扱

つ
た
。

(
無
限

の
場

合

に
封
す

る
)
連
績
ゲ

ー
ム
は

(
有
限

の
場
合

に
封
す
る

)
矩
形

ゲ

ー
ム
に
類

似
し

て
い
る
の
で
、
方

略
を
導
入
す

る
際

に
す

べ
て

の
無
限
ゲ

ー

ム
は
蓮
績

ゲ

ー
ム
に
導

け
る
と
考

え
る
こ
と
が
出
來

る
。
そ
れ

は
有
限

ゲ
ー
ム
が
矩
形
ゲ

ー

ム
に
導

か
れ
る

の
と
同
じ

で
あ
る
。
然
し
不
幸

に
も

こ
れ
は
成
立
し
な

い
。
と

い
う

の
は
方

略

が
非
常

に
多

い
の
で
閉
匠
間

の
實
敏

に

一
封

一
に
野
慮

さ
せ
ら

れ
な

い
か
ら

で
あ
る
。

こ

の
こ
と

は

函

敷

室

間

(
h
自

。
菖
8

。・窟

8

)

で
設

明
す

れ

ば
明
ら
か

に
な

る
。
印

ち
混
合
方
略
が
函
数
察
間

の
上

の
分
布
函

敏
…に
な

る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
當
惑
す

る
問
題

は
、
函
敏
室
間
F

の
部
分
集
合

の
如
何

な

る
族
A
が
指
定

さ
れ
た
確
率

の
下

に
分
布
函

激
と
な

る
か
と

い

う
問
題

で
あ
る
。

一二
、
擬
似
ゲ
ー

ム

次

の
重

要
な
問
題

は
、
技
術
的

に
は
零
和
ゲ
ー

ム
で
は
な

い
が

闘
争
歌

態
を
取
扱

う
合
理
的
方
法
を
見
出
す

こ
と
で
あ

る
。

こ
の

歌
態

を
擬
似
ゲ
ー

ム

(
b
。・①
戸乾
㌣
σq
欝
B
o
弓。
)
と
呼
ぼ
う
。

闘
争

歌
態

が
ゲ

ー
ム
で
な

く
な

る
の
は
、

一
つ
に
競

技
者

が
混

合
方
略

を
用

い
る
こ
と
を
忘
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

こ

の
種

の
朕
態

は
軍

の
交
職
と

の
關

係

に
於

て
起
り
勝

ち

で
あ

る
。
圖

う
チ

ー
ム

の
二
組
が
分
か
れ

て
お

つ
て
、
彼
等
は
自

分

の
組
内

で
相
互

に
叉

本

陣
と
も

通
信

が
出
來
な

い
も

の
と
す

る
。

と

い
う

の
は
そ
れ

に

よ

つ
て
自
分

の
場
所
を
敵

に
知
ら
せ

る
危

瞼

が

起

る

か

ら

で
あ

る
。
彼
等
は
團
結
し

て
混
合
方
略
を
用

い
た

い
と
希
望
す

る
か
も

知

れ
ぬ
が
そ
れ
は
不
可
能

で
あ
る
。

(
そ

の
困
難

は
方
略

の
適
當

な
無
作
意

表
か
ら
威
功
す
る
も

の
を

取
出
す

こ
と

に
よ

つ
て
除

か

576

 

鳴

噸



亀

■

れ

る
と
考

え
ら
れ

る
が
、

こ
の
工
夫
は
敵

に
そ
の
表

が
渡

る
こ
と

に
よ

つ
て
失
う
損
失
を
考

え

れ

ば

實

行

出

來
な
く
な

る

の
で
あ

る
。
)
そ
れ
故
か
か

る
場

合

に
は

「
ゲ

ー
ム
」
は

「
値
」

を
も
た

な
く
な

る
。
從

て
零
和
2
人

ゲ

ー
ム
の
理
論

は
適
用
出
來
な

い
。

,

第

六
章

の
5
㈲

の
仮
定

を
無
硯
す
れ
ば
、
帥

ち
、
同
じ
情
報
集

合
が

一
度
以
上
交

わ

る
よ
う

に
勝
負
を
す
れ
ぽ
、
擬
似
ゲ

ー
ム
に

導
か
れ
る
。

こ
の
擬
似
ゲ

ー
ム
は
標
準
形

の
ゲ
ー

ム
を
勝
負
す

る

最
適

の
方

法
を
定
義

す
る
問
題

に
關
係

づ
け
ら
れ

る
。
そ

こ
で
は

利

得
行
列

の
元

の
値

は
正
確

に
は
知

ら
れ

て
い
な

い
が
箪

に
或

不

等
式
を
満

足
す

る
よ
う

に
要
求

さ
れ

て
・い
る
。

こ
れ
と
關
連

し

て
、
利
得

の
性
質

に
お
け
る
特
殊

性
か
ら
技
術

的

に
は
ゲ
ー

ム
で
な

く
な

る
欺
態

に
つ
い
て
注
意

し
て
お
こ
う
。

今
迄
利
得
函

敏

の
値

は

一
方
か
ら

一
方

へ
手
渡
し
さ
れ
る
物

で
あ

り
、
す

べ
て
の
人

に
樹
し

て
同

じ

効

用

が

あ

る

と
仮
定
し

て
き

た
。
然

し
實
際

に
は
利

得
函
数

の
値

が
金
額

で
あ

つ
て
も

、
種

々

の
人

々
の
財

政
歌

態

に
よ
り

一
弗

の
債
値

は
異
な

つ
て
く

る
。
或

は
ま
た
利

得

の
値

が
、

チ

ェ

ス
に
勝

つ
た
喜
び

や

ロ
シ
ヤ

ル
ー

レ

ッ
ト
に
負

け
た
悲

し

み
で
あ

る
と
す
れ
ば

こ
の
物

の
手
渡

は
全

然
不
可
能

て
あ
る
。
そ
れ
故
品
物

の
手
渡

し
が
可
能

で
あ

る
と
い

う
制
限

の
下

に
、

ゲ
ー
ム
の
解
を
如
何

に
定
義
す

る
か
と

い
う
困

燭

難
な
問
題
が
淺

さ
れ
る
。

J

・
C

・C

マ
ッ
〃

キ

y
ゼ

イ

「
ゲ

ー

ム

の
理

論

序

説

」

三
、
非

零

和

ゲ

ー

ム
と

n
人

ゲ

ー

ム

ゲ

ー

ム
理
論

に
於

て
最

も
要

求
を

叫

ば
れ

て
い
る

の
は

、
非

零

和

ゲ

ー

ム
と

n
人

ゲ

ー

ム

の
よ

り
満

足
す

べ
き

理
論

で
あ

る

。

ノ
イ

マ
ン
の
理
論

は
唯

特

殊

の
型

を

取

扱

つ

て
い
る

に
過

ぎ
な

い
。

そ

の
型

と

は

、
協

定

、

交
渉

、
片

側

支

佛

が
競
技

者

の
間

で

許

さ
れ

る
も

の

で
あ

る

。

現
實

に
は

勿

論

、
ゲ

ー

ム
の
理

論
を
鷹
…

用

し
た

い
～

思

う

多
く

の
欣

態

は

こ

の
種

の
も

の

で
は

な

い
。

そ

れ

故

も

し

も

三
人

の
團

艦

の

行

動

を

ゲ

ー

ム
と
考

乏

た

い
な

ら

ば

、
猫

占

反
劉

法

律

が
連

合

を
作

る

こ
と

を
禁

止

す

る
と

い
う
事

實

を
以

て
虞

理
す

れ
ば

よ

い
。
連

合

と
片

側

支

佛

は
實
際

に
は
室

内

ゲ

ー

ム
で
す

ら
忘

れ
ら

れ

て

い
る
。

こ
れ
よ

リ

ナ

ヲ
シ

ュ
は

ゲ

ー

ム
を
非

協

力

的

(
ロ
O
昌
o
O
o
喝
①
冨

-

菖
く
①
)
と
協

力

的

(
8

0
娼
Φ
罫

註
く
o
)

と

に
匿

別

し

た

。

前
者

で

は
競

技
者

の
間

に
通

信

が
行

わ
れ

な

い
し

、
特

に
片

側

支

佛

に

つ

い
て
は
協

定

を

な
す

こ

と
が
許

さ
れ

な

い
。

後
者

で
は
通

信

が
許

さ
れ

る
。

ナ

ッ
シ

ュ
は

非
協

力

ゲ

ー

ム
が

基
本

的

で
あ

り

、
協

力

ゲ

ー

ム

を

非
協

カ

ゲ

ー

ム

へ
導

く

こ
と

を
試

み
た

。
そ

れ

は
協

力

ゲ

ー

ム

の
交
渉

は

非
協

力

ゲ

ー

ム
に
お

け

る
形

式

的

段
階

と
し

て
含

ま

れ

て
い

る
と

い
う

の

で
あ

る
。

次

で
彼

は

均

衡
勲

(
第

六
章

を

み

よ
)

の
概
念

を
導

入

す

る

こ
と

に
よ

つ

て
非

協

力

ゲ

ー

ム

を

取
扱

つ

577
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商

學

討

究

第
五
巷

第
四
號

た
。そ
れ

は
相
當

の
進
歩

を
示
し
た
も

の
で
は
あ

る
が
、

ナ
ッ
シ
ュ
の

理
論

は
若

干
不
適

切
で
あ
り

、
こ
の
方

面
に
お
け
る
概
念
的
問
題

の
定

義

さ
れ
た
解
と
し

て
は
認

め
ら
れ
な

い
も

の
が
あ
る
。

先
す
第

一
に
非
協

力
ゲ
ー

ム
を
認

め
る
限

り
、
均
衡
窯

の
位
置

を
知

る
こ
と
が

ゲ
ー
ム
を
勝
負
す

る
の
に
助

け
に
な

る
と
は
思
わ

れ
な

い
。
又
第

二
に
非
協

力
ゲ
ー
ム
が
満
…足
す

べ
き
朕
態

に
あ
る

な
ら
ば
、
協

力
ゲ

ー
ム
を
非
協
力
ゲ

ー
ム
に
導
く
關

係

に
困
難
が

あ

ら

わ
れ

る
。

以
上

に
よ
り
幾
多

の
天
才
が

n
人
ゲ

ー
ム
と
非
零

和
ゲ
ー

ム
に

頭
を
櫛
ま
し

た
が
、
ま
だ
解

の
満
足
す

べ
き
概
念

に
到
達

し
て
お

ら
な

い
。

ゲ
ー

ム
理
論

の
廣

い
實
際
問
題

へ
の
慮

用

は
こ
の
定
義

を
要
求
し

て
い
る

の
で
ー

こ
れ
は
非
常

に
重

要

な

鮎

で
あ
る

ー

理
論

の
全
貌

は
数
學
者

に
排
職
的
問
題
を
提
示

し
て
い
る
こ

と

に
な

る
。

歴
史

的

及

び

文
献

的
註

本

章

の
第
二

と
第

二

の
問

題

は

国
①
一葺
Φ
円
(　
O
駅
博
)

に
よ

つ
て

提

出

さ
れ

た

。

な

お

未

解

決

の
問

題

に

つ

い
て
は

屋

冨

と

早

O
犀
霞

の

O
O
"5
叶
匡
び
昌
自
O
湊

H

(
H
綜
e

を

見
ら

れ

た

い
。

n
人

ゲ

ー

ム

と
非

零

和

ゲ

ー

ム

の
最

近

の

論

文

に
剴
o
ヰ
(
　
㊤
α
¢φ
)

と

◎Ω
げ
㌍
娼
♂

団
食

㊤
駅
GQ
)
の

も

の

が

あ

る

。

後

者

は

O
o
簿
貯
筈

仁
訪
o
μ
」

H

の
問

題

(
10

)
を

解

い

て

い

る

。

罰
鑑
ら
馬
即
〔
ド
O
α
㏄
)

の
論

文

が

あ

る
。

な

お

頃
器

げ

(
μ
㊤
獣
O
)

と

785

以
上

で
紹
介

を
終

り

こ
れ
に
附
加
す

る
こ
と
も
な

い
が
、
設

明

が
初
學
者
向

き
な

の
で
多
く

の
讃
者

に
喜
ば
れ
る
こ
と
と
思

う
。

ゲ
ー
ム
理
論
を
専
門

に
志
す
人

で
な
く
と
も
、
近
代
経
濟
學

と
数

學
と

の
關
連

に
關
心
を
持

つ
人

な
ら

ば

こ
れ
は
必
讃

の
書
物

で
あ

る
。

と

い
う

の
は
ゲ
ー

ム
理
論

の
最

小
限
度

の
知
識

が
展
開

さ
れ

て
あ

る

の
で
、
本
書
を

一
態
修

得
し

て
お
く

こ
と
は
親
野
を
廣

め

る
黙
か

ら
も
新

し
い
暗

示
を
與

え
ら
れ

る
軸

か
ら
も
是
非
必
要
と

思

わ
れ
る
か

ら
で
あ

る
。

本

稿
は
は
じ

め
小
樽
商
大
人
文
研
究
第
八
輯

に
掲

載

の
豫
定

で

あ

つ
た
が
、
筆
者

の
都
合

に
よ
り
少
し
遅
れ

て
こ
こ
に
嚢

表

し
て

お
く
。
本
稿

の
前
孕

は
本
誌
第

四
巻
第

三
號

(
昭
和

二

八
年
十

二

月
)

に
掲
載
濟
み

の
こ
と
爲
念

。(
昭
和
二
九

、
十

二
、

二
八
)




